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再
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使
用
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編
集
後
記

▼
広
報
き
く
ち
が
全
国
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
の
組
み
写
真
の
部
で

１
席
を
受
賞
。
昨
年
の
１
枚
写

真
に
続
き
２
年
連
続
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。
受
賞
は
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
あ
る
か
ら

こ
そ
。
深
く
感
謝
し
、
引
き
続

き
一
人
で
も
多
く
の
人
に
手
に

取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
広
報

紙
作
り
に
励
み
ま
す
▼
最
近
は

青
空
が
見
え
な
い
日
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
新
緑
が
生
い
茂
る

山
並
み
も
か
す
ん
で
見
え
ま
す
。

環
境
問
題
と
な
っ
て
い
る
Ｐ

Ｍ
２
・
５
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
。

マ
ス
ク
を
す
る
人
も
増
え
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
外
出
を
控

え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
写
真
を

撮
る
側
と
し
て
は
ち
ょ
っ
と
寂

し
い
…
…
▼
プ
ー
ル
や
川
遊
び

な
ど
が
始
ま
る
シ
ー
ズ
ン
ま
で

に
は
、
大
人
も
子
ど
も
も
安
心

し
て
外
出
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
い
い
で
す
ね
。
日
焼
け
し
た

元
気
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
を
た
く

さ
ん
撮
り
た
い
で
す
。
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中
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齊藤誠一さん

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
5/26 5/27 5/28 5/29 5/30 5/31 １

2013きくちホタル
フェスタ in 旭志
17:30 ～20:30
道の駅旭志村ふれ
あいセンター

２ ３
健康相談
9:30 ～10:30

（受付）泗支所
アットホーム「マタ
ニティ」（母親学級）
13:15 ～13:30

（受付）西部セ

４
６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家

５
すくすく講座
10:30 ～児童セ

６
６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

７
３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ
菊朋会総会記念講演
14:00 ～15:30
菊池高校体育館

８
きくちおはなしの
もり『おはなしか
い』10:30 ～菊公図
おはなし会
11:00 ～泗　図
平成25年度菊池市
ボランティア連絡
協議会総会
13:30 ～菊福館

９ 10
育児相談
9:30 ～10:30

（受付）西部セ
健康相談 
9:30 ～10:30

（受付）菊中公

11
献血
9:30 ～11:30
12:30 ～16:00

（受付）泗支所
年金出張相談
10:00 ～15:00

（要予約）菊中公

12
弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）旭　公
行政無料相談
10:00 ～12:00
旭　公
すくすく講座
10:30 ～児童セ

13
３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館

14 15
おたのしみかい
10:00 ～菊公図
古典を楽しむ会
14:00 ～泗　図

16
おたのしみ会
14:00 ～泗　図

17
健康相談　 
9:30 ～10:30

（受付）旭支所

18
育児教室
9:30 ～10:00

（受付）西部セ
認知症サポーター
養成講座
14:00 ～菊福館

19
すくすく講座
10:30 ～児童セ
１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

20
３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）七多セ

21
３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館
男女共同参画専門
委員相談
13:30 ～16:30

（要予約）菊中公

22
第８回菊池まちづ
くり道場
19:00 ～松倉邸
きくちおはなしの
もり『おはなしか
い』10:30 ～菊公図
おはなし会
11:00 ～泗　図

23
軽トラ朝市 
7:00 ～12:00
迎町・中央通り・立町

「大人のガールズ
トーク」～伊藤比呂
美さんを囲んで～
10:30 ～12:00
泗　図

24
健康相談　 
9:30 ～10:30

（受付）七多セ
納税相談夜間窓口
～28日まで
～20:00
税務課

25
2歳児歯科健診
13:10 ～13:40

（受付）菊文館
もの忘れ相談会
13:00 ～16:00
菊中公

26
弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）泗支所
すくすく講座
10:30 ～児童セ

27
１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所
認知症介護家族の
つどい
13:30 ～ 15:30
菊中公

28
おはなしの部屋 
11:00 ～泗　図

29

30 7/1
健康相談
9:30 ～10:30

（受付）泗支所

7/2
６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家

7/3
すくすく講座
10:30 ～児童セ

7/4
６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

7/5
３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ

7/6

Fresh wind is blowing
菊池市「新章」始動。
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今月の表紙
迫間地区の前田橋付近で５
月２日、鯉のぼりの架設を
祝う式典が開催されました。
写真は、菊池さくら保育園
の園児たちを、滝をのぼる
鯉に見立て、大人たちが上
流に向けて運ぶときの一コ
マ。参加者は子どもたちを
上流へと運びながら、健や
かな成長を祈りました。（関
連記事 15 ページ）

4 月末の人の動き
人口 対前月比

人　口：51,093 人 ＋ 28
男　性：24,572 人 ＋ 16
女　性：26,521 人 ＋ 12
世　帯：18,469 世帯 ＋ 46

年齢別人口 
～ 14 歳 ： 6,710 人 13%

15 歳～ 64 歳 ： 29,926 人 59%
65 歳～ ： 14,457 人 28%

2013 年全国広報コンクール
組み写真の部で１席を受賞

　2013 年全国広報コンクールの総合審査会が 4 月
16 日にあり、「広報きくち」が組み写真の部で１
席（特選に次ぐ２位）を受賞しました。全国広報コ
ンクールでの受賞は昨年に続き２年連続。このコン
クールは、地方自治体の広報活動の向上に寄与する
ことを目的に優秀作品を表彰するもので、1964（昭
和 39）年から実施されています。この受賞を励み
として、これからも市民の皆さんに親しまれる広報
紙づくりに努めていきます。

（広報きくち平成 24 年８月号４・５ページ）

▼ 2013 全国広報コンクール１席作品　タイトル「自然の猛威」

３ 菊池人

齊藤誠一さん

４ 菊池市「新章」始動。

千風万来
12 PICK UP

各区の嘱託員（区長）を紹介します

14 TOPICS
「菊池健康の里づくり」の取り組みを全国大会で発表／坂村真民展
開催／湯ったり菊池の軽トラ朝市／七城方面隊消防操法大会／ヒガ
ンバナが里帰り／菊池女子高生が史跡探訪／迫間川で鯉の滝のぼり
／あとぜき会の皆さんがテントを寄贈しました

16 健康だより
あなたの歯とお口は健康ですか？
風しんが流行しています／献血にご協力ください
歯ッピーキッズ

18 文芸きくち
図書だより

20 シリーズ菊池遺産／人権同和教育シリーズ
菊池夢美術館情報／わいふ一番館だより
ふるさと緑の便り　菊池グリーンツーリズム
はい！こちら菊池市消費生活センターです！

22 情報つう
▼お知らせ
狭あい道路の整備をご存知ですか？／介護予防ミニ講座／金婚夫
婦該当者の調査をしています／児童手当現況届の提出が必要です
／菊池市消防団協力事業所表示制度／６月の「税」の納期限／平
成 24 年度中山間地域等直接支払制度実績の公表／コミュニティ活
動補償制度をご利用ください／菊池市の放射線量／国民生活基礎
調査へのご協力をお願いします／男女共同参画週間／６月は「食
育月間」です／平成 25 年度調理師試験／労働安全衛生法に基づく
免許試験／平成 26 年３月新規学校卒業者対象求人説明会／電波
の安全性に関する説明会を開催します／忘れていませんか？米ト
レーサビリティ法
▼募集
菊池市成人式実行委員を募集します／第 26 回きくち童謡唱歌祭出
場者募集／男女共同参画社会づくり地域リーダー研修生募集／平
成 25 年度政府主催慰霊巡拝参加遺族募集／市民ワークショップ参
加者募集／菊池市営住宅補充入居者を募集します！／交通遺児奨
学生の募集／小型船舶免許の更新・失効講習会・受講者募集
▼相談
人権擁護委員制度をご存じですか／子どもの人権 110 番／家事問
題相談会／納税相談夜間窓口を開設します／たまな若者サポート
ステーション／もの忘れ相談会／認知症介護家族のつどい／中小
企業のものづくり人材育成に関する相談会／賃金・労務管理・経
営相談／子育てプチ相談／こころの相談
▼イベント・講演講習・市民の広場ほか
第９回菊池まちづくり道場／すくすく講座開催／わくわく健康教
室／認知症サポーター養成講座／きくち夏まつりステージ参加者・
白龍担ぎ手募集／市民の広場／ハッピーバースデー／休日在宅当
番医

「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している
人、 伝 統 を 受 け 継 い で い る 人
な ど、 菊 池 で 頑 張 っ て い る 人
を 募 集 し ま す。 本 市 在 住 で あ
れば、自薦・他薦は問いません。
詳しくは市長公室まで問い合
わせてください。
問い合わせ先
　市長公室広報広聴係
　☎ 0968（25）7200

　全国の優秀な和牛が一堂に会し、優劣を競う全国和牛能力共進会は、５
年に一度の開催で「和牛のオリンピック」とも呼ばれている。齊藤さんが
２位になった部門は、全国から 76 頭が出品された激戦区だった。「自信が
あった」と出品前から手応えを感じていたことを齊藤さんは打ち明ける。
　今年、経営を３男の勝

まさる
さんに引き継いだ。勝さんは「プレッシャーはあ

りますが、いつか父を超えられるように頑張りたい」と頼もしい。「牛が
好きな気持ちは昔と全く変わっていません」と齊藤さん。牛への深い愛情
とたゆまぬ努力が、安全・安心で良質な牛肉を生み出している。

　
「
牛
が
好
き
と
で
す
よ
」

　

頬
を
緩
め
な
が
ら
牛
へ
の
思
い
を
語
る
齊

藤
さ
ん
。
昨
年
10
月
に
長
崎
県
で
開
催
さ
れ

た
第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
の
肉
牛
・

去
勢
肥
育
牛
部
門
で
、
県
内
史
上
最
高
と
な

る
第
２
位
に
輝
い
た
。
大
会
か
ら
半
年
を
過

ぎ
た
今
で
も
「
感
無
量
の
出
来
事
」
と
齊
藤

さ
ん
は
目
を
細
め
る
。

　

牛
を
飼
い
始
め
た
の
は
高
校
生
の
と
き
。

「
自
分
で
搾
っ
た
牛
乳
を
学
校
に
持
っ
て

行
っ
て
い
ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

卒
業
後
は
本
格
的
に
酪
農
を
始
め
、
22
歳
で

念
願
の
牛
舎
を
建
て
た
。
そ
の
後
は
順
調
に

規
模
を
拡
大
し
、
昭
和
52
年
に
は
現
在
の
牛

舎
を
建
設
。
父
親
が
大
工
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
「
鉄
骨
部
以
外
は
全
部
自
分
で
建
て
た
」

と
得
意
気
に
話
す
。
し
か
し
昭
和
63
年
、
腰

痛
が
悪
化
し
手
術
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ

れ
で
も
齊
藤
さ
ん
は
牛
か
ら
離
れ
る
こ
と
は

せ
ず
、
比
較
的
腰
へ
の
負
担
が
少
な
い
肉
牛

の
生
産
へ
と
切
り
替
え
た
。
そ
ん
な
齊
藤
さ

ん
の
こ
と
を
妻
の
二ふ

み

え
三
枝
さ
ん
は
「
と
に
か

く
牛
が
好
き
で
『
仕
事
人
間
』
な
ん
で
す
よ
」

と
笑
っ
て
話
す
。
齊
藤
さ
ん
も
「
趣
味
は
仕

事
」
と
き
っ
ぱ
り
。
畜
産
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
培

い
、
県
内
の
品
評
会
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

す
る
な
ど
数
々
の
入
賞
を
収
め
て
き
た
。
良

質
な
肉
牛
を
育
て
る
秘
訣
は
「
６
割
が
血
統
、

４
割
が
愛
情
。
こ
ま
め
に
み
て
病
気
を
さ
せ

な
い
こ
と
が
大
事
」
と
説
明
す
る
。

　

次
回
の
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
狙
う
の

は
も
ち
ろ
ん
グ
ラ
ン
プ
リ
。
そ
し
て
「
種
牛

の
部
で
の
入
賞
も
目
指
し
た
い
」
と
新
た
な

目
標
も
決
ま
っ
た
。
齊
藤
さ
ん
の
夢
へ
の
挑

戦
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

菊 池 人
畜産農家

齊
さ い と う

藤誠
せ い い ち

一さん（65 歳・住吉）20

賞賛の数は
　流した汗の数 自慢の牛の前でトロフィーを持

つ齊藤さん㊧と３男の勝さん㊨
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Fresh wind is blowing

菊
池
市
「
新
章
」
始
動
。

M
I

N
O

R
U

 EGASHIRA

４
月
14
日
、
菊
池
市
長
選
挙
開
票
日
。

菊
池
市
の
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
が
誕
生
し
た
。

市
民
が
選
択
し
た
の
は
、
江え

が
し
ら頭
実み

の
る

市
長
。

求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
新
し
い
風
」。

江
頭
市
政
が
起
こ
す
風
と
は
─
─
。

菊
池
市
の「
新
章
」が
今
、
幕
を
開
け
る
。

2_ ４月 15 日、市役所で当選証書を受け取る江頭市長
3_ 正面玄関で江頭市長の初登庁を待つ同級生の皆さん
4_ 盛大な出迎えを受け笑顔を見せる江頭市長
5_ 市長就任式では集まった職員を前に訓示を述べた

1_ 職員からお祝いの花束を受け取り笑顔を見せる江頭市長

2

3

4

5

江
頭
市
長
初
登
庁
日
の
４
月
24
日
午
前

８
時
10
分
。
正
面
玄
関
に
は
３
０
０

人
を
超
え
る
市
民
と
職
員
が
集
ま
っ
た
。

徒
歩
で
登
庁
し
て
き
た
江
頭
市
長
の
姿
が

見
え
る
と
、
正
面
玄
関
は
一
気
に
歓
声
に

包
ま
れ
た
。
江
頭
市
長
は
、
盛
大
な
歓
迎

に
驚
き
な
が
ら
も
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
満
面
の
笑
顔
で
応
え
た
。

引
き
続
き
庁
舎
内
で
就
任
式
が
行
わ

れ
、
集
ま
っ
た
職
員
に
対
し
「
我
々

は
同
じ
船
に
乗
っ
て
い
る
同
志
。
漕
ぎ
手

が
ば
ら
ば
ら
で
は
船
は
沈
ん
で
し
ま
う
。

ふ
る
さ
と
再
生
に
向
け
て
力
を
結
集
し
ま

し
ょ
う
」
と
訓
示
。
新
た
な
市
政
運
営
へ

の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

江
頭
市
長
は
、
旧
富
士
銀
行
（
現
み
ず

ほ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
銀
行
）
時
代
の
海

外
勤
務
や
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
勤
務
を
経
て
、

昨
年
７
月
に
帰
郷
。
９
月
に
は
市
長
選
へ

の
立
候
補
を
表
明
し
た
。
選
挙
戦
で
は
、

市
民
目
線
で
し
が
ら
み
の
な
い
開
か
れ
た

市
政
を
ア
ピ
ー
ル
。
豊
か
な
自
然
や
温
泉

を
生
か
し
た
「
癒
し
の
里
づ
く
り
」
に
よ

る
観
光
誘
致
、農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
構
築
、

ネ
ッ
ト
通
販
な
ど
を
掲
げ
、“
新
し
い
風
”

を
求
め
る
市
民
の
心
を
つ
か
ん
だ
。

菊
池
市
は
本
年
で
合
併
９
年
目
を
迎
え

た
。「
市
に
境
界
線
は
な
い
」
と
地

域
間
の
融
和
を
図
り
、
市
民
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
で
ふ
る
さ
と
の
再
生
を
目
指
す
。
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Anew mayor ProfileMinoru Egashira 

武
む と う

藤比
ひ ろ こ

呂子さん（主婦）
自然豊かな菊池ならではの子
育て環境と、川遊びや山遊び
が安全に安心してできる場所
が増えたらうれしいです。

稲
い な つ ぎ

継智
と も や す

康さん（会社役員）
農産物と同じように、地元の
企業を生かしたものづくりも
推進して菊池市自前のブラン
ドを作ってほしいです。

原
は ら

　文
ふ み よ

代さん（農業）
菊池には日本一のお米をはじ
め豊富な農産物があります。
学校給食での食育など地産地
消にも取り組んでほしいです。

石
い し も と

本惠
け い ろ う

朗さん（自営業）
市民目線で開かれた市政運営
をお願いします。防災など市
民相互で支え合う、安心・安
全なまちにしてほしいです。

平
ひ ら や ま

山一
か ず ひ ろ

浩さん（酪農業）
市外からの移住や就農など
もっと人が集まるしくみがあ
れば、農産物の生産・消費拡
大につながると思います。

水
み ず か み

上敏
と し き

樹さん（自営業）
市長には市民に身近な存在で
いてほしいです。市街地だけ
でなくいろんな地域の魅力を
掘り起こしてもらいたいです。

内
う ち や ま

山千
ち え こ

枝子さん（主婦）
高齢者世帯の交通手段や福祉
サービスなどを充実し、老後
も安心して暮らせるまちにな
ればと思います。

廣
ひ ろ せ

瀬　恵
めぐみ

さん（パート）
商店街が活性化するような取
り組みをしてほしいです。ベ
ビーカーなどが利用しやすい
環境整備もお願いします。

えがしら・みのる
昭 和 29 年 ４ 月 １ 日 生 ま
れ。昭和 47 年菊池高校卒業。
昭和 51 年九州大学経済学
部卒業。銀行や民間企業に
勤務するなか 16 年間の海
外勤務を経験。平成 24 年
帰郷。平成 25 年４月菊池
市長に就任。隈府在住。59歳。

靴のサイズ　25㌢
マッターホルン登頂
40 代半ばでマッターホルン

（アルプス山脈に属する標高
4,478㍍の山）に登頂。登
頂した瞬間は「もう登らな
くていい！」という安堵感
と、「夢が自分の足の下にあ
る」という達成感に包まれた。

市長に伝えたいあんなことやこんなこと。そんな市民の“ひとこと”をインタビュー！市民の声

好きな映画
ベン・ハー、
ウエストサイドストーリー

好きな音楽　ジャズ、室内楽

好きなテレビ番組
お笑い、ふれあいまち歩き

趣味
ガーデニング、登山、
ロッククライミング、
マウンテンバイク

好きな食べ物　果物、野菜
苦手な食べ物　肉の脂身

学生時代のあだ名　みのっちゃん 身長　165㌢　体重　58㌔

視力　0.6（裸眼）
体脂肪率　11 ～ 13％

座右の銘・モットー
「人生我以外皆我が師なり」
「自分には厳しく、他人には
優しく思いやりを」

性格・長所
前向き思考、好奇心旺盛、環
境適応能力が高い、集中力が
高い、行動力がある、素直

外国語会話　英語、ドイツ語

好きな本
司馬遼太郎の歴史エッセイ

OF
F ON

菊池市「新章」始動。
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菊
池
市
は
宝
の
山

　
地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
経
済
の
低

迷
、
人
口
の
減
少
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に

歯
止
め
が
か
か
ら
ず
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
地
方
分
権
の
流
れ
の
な
か
、
地
方
自
治

体
に
は
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
創
意
工

夫
と
、
自
ら
の
地
域
を
自
ら
の
手
で
持
続

可
能
に
経
営
し
て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
で
、
私
は
菊
池
に
新
し

３
つ
の
課
題

　
新
し
い
菊
池
の
未
来
像
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
多
く
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
も
事
実
で
す
。

総
括
す
る
と
、
現
在
本
市
が
持
つ
課
題
は

次
の
３
つ
に
整
理
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。

①
経
済
の
低
迷

　
地
方
都
市
の
多
く
は
中
心
市
街
地
の
衰

退
が
進
ん
で
お
り
、
本
市
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
観
光
業
・
商
業
は
不
振
が
続

き
、
若
者
の
就
職
難
、
人
口
減
少
・
高
齢

化
な
ど
に
伴
い
経
済
低
迷
の
悪
循
環
が
続

い
て
い
ま
す
。
経
済
に
元
気
を
取
り
戻
す

こ
と
が
何
よ
り
も
急
務
で
す
。

②
財
政
基
盤
の
構
造
変
化

　
平
成
26
年
が
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定

の
期
限
で
あ
り
、
平
成
27
年
か
ら
５
年
間

で
段
階
的
に
交
付
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

そ
の
結
果
、
現
状
よ
り
も
大
幅
な
減
収
と

な
り
、
市
政
運
営
に
大
き
な
支
障
が
生
じ

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
以
上
に
、

合
併
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
行
財
政
の
効

率
化
に
努
め
る
必
要
が
あ
ま
す
。

③
新
市
の
一
体
感
の
醸
成

　
庁
舎
問
題
を
発
端
に
、
一
部
の
市
民
に

感
情
的
し
こ
り
が
残
り
ま
し
た
。
問
題
の

根
底
に
は
、
旧
４
市
町
村
間
で
の
不
公
平

感
も
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
残

念
な
が
ら
、
４
地
域
間
で
の
相
互
信
頼
感

が
ま
だ
醸
成
で
き
て
い
な
い
状
況
が
あ
り

ま
す
。

課
題
解
決
の
仕
組
み
づ
く
り

　
素
晴
ら
し
い
宝
の
山
で
あ
る
本
市
を
よ

り
良
い
形
で
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い

く
た
め
に
、
課
題
解
決
の
方
策
と
し
て
３

つ
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

①
経
済
活
性
化
の
仕
組
み
づ
く
り

　

経
済
の
建
て
直
し
が
一
番
の
課
題
で

す
。
世
界
的
な
大
き
な
ト
レ
ン
ド
（
潮

流
）
は
、「
健
康
志
向
」「
自
然
回
帰
」
で

す
。
こ
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
本
市
が
持

つ
自
然
力
は
手
付
か
ず
の
宝
の
山
と
言
え

ま
す
。
こ
の
特
性
を
生
か
し
、
農
業
と
観

光
を
今
後
の
経
済
活
性
化
の
車
の
両
輪
と

位
置
付
け
ま
す
。
そ
こ
に
企
業
的
な
経
営

手
法
や
外
部
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を

活
用
し
て
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
ま
ず
「
農
業
」
で
す
。

安
全
・
安
心
の
品
質
イ
メ
ー
ジ
と
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
販
売
を
戦
略
的
に
組

み
合
わ
せ
、
高
品
質
・
高
付
加
価
値
化
を

図
り
、
よ
り
「
儲
か
る
農
業
」
を
目
指
し

ま
す
。
仮
称
で
す
が
「
菊
ネ
ッ
ト
」
と
い

う
よ
う
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を

立
ち
上
げ
、一
定
の
品
質
基
準
と
な
る「
菊

池
基
準
」
を
策
定
し
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
を
つ
く
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
販
売
戦

菊池市「新章」始動。

い
風
を
起
こ
す
と
い
う
熱
い
思
い
を
胸

に
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
本
市
は
、
素
晴
ら
し
い
素
材
が
た
く
さ

ん
あ
る
宝
の
山
で
す
。
企
業
的
な
経
営
方

法
や
新
し
い
考
え
方
と
発
想
を
盛
り
込
ん

で
菊
池
の
自
然
の
恵
み
を
守
り
、
自
然
を

生
か
し
て
穏
や
か
な
発
展
を
続
け
て
い
く

「
安
心・安
全
の
癒
し
の
里
」を
目
標
と
し
、

新
し
い
菊
池
の
未
来
像
を
描
い
て
い
き
ま

す
。

江
頭
市
政
の
１
年
目
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

行
く
手
に
は
多
く
の
課
題
が
立
ち
は
だ
か
る
。

菊
池
の
明
る
い
未
来
を
実
現
す
る
た
め

ま
ち
づ
く
り
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
に
当
た
り

江
頭
市
長
が
所
信
を
語
っ
た
。

見
据
え
る
先
は
、
そ
の
頂
よ
り
も
高
く
─
─

←次ページへ続く
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略
と
宣
伝
方
法
の
工
夫
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
次
に
「
観
光
」
で
す
。
自
然
や
歴
史
・

文
化
資
源
な
ど
の
豊
富
な
コ
ン
テ
ン
ツ

（
素
材
）
を
活
用
し
、
心
に
訴
え
る
さ
ま

ざ
ま
な
仕
掛
け
・
仕
組
み
を
通
じ
て
「
癒

し
の
里
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
し
て
い
き

ま
す
。
特
に
「
森
の
中
の
ま
ち
」・「
さ
く

ら
の
里
」・「
ホ
タ
ル
王
国
」
な
ど
を
具
体

的
な
手
掛
か
り
と
し
て
進
め
て
い
き
ま

す
。
菊
池
フ
ァ
ン
と
も
言
う
べ
き
リ
ピ
ー

タ
ー
（
固
定
客
）
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

で
、
農
業
と
の
相
乗
効
果
に
も
繋
が
っ
て

い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
自
然
力
を
生
か
し
た
戦
略

を
支
え
る
た
め
に
は
、
環
境
保
全
へ
の
取

り
組
み
が
不
可
欠
で
す
。
産
廃
問
題
や
ご

み
処
理
問
題
の
決
着
を
図
る
と
と
も
に
、

中
期
的
に
は
小
水
力
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
、
自
然
の
恵
み
を
生
か
し

た
循
環
型
社
会
の
モ
デ
ル
地
方
都
市
を
目

指
し
ま
す
。

②
効
率
化
の
仕
組
み
づ
く
り

　
行
政
コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ
と
が
合
併
の

大
き
な
狙
い
で
あ
り
、
よ
り
一
層
の
効
率

化
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
品
質
の
維
持
・
改
善
が
前
提
と
な
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
、庁
舎
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

合
併
協
議
会
で
確
認
さ
れ
た
本
庁
・
支
所

方
式
と
、
議
会
で
承
認
・
議
決
さ
れ
た
経

緯
を
尊
重
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。
無
理

無
駄
が
起
き
な
い
よ
う
、
市
民
の
意
見
を

聴
き
な
が
ら
計
画
の
精
査
も
併
せ
て
行
い

ま
す
。

　
次
に
、
窓
口
業
務
や
公
共
施
設
の
資
産

運
営
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
も
見
直
し

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
市
政
へ
の
市
民
の

参
画
を
促
す
手
法
を
用
い
、
市
民
が
主
体

と
な
っ
た
自
立
的
で
効
率
的
な
社
会
、
い

わ
ゆ
る
「
新
し
い
公
共
」
の
考
え
方
も
取

り
入
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に

よ
り
、
行
政
コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ
る
だ
け

で
な
く
、
市
民
の
心
に
強
い
郷
土
愛
と
誇

り
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

③
公
平
公
正
の
仕
組
み
づ
く
り

　

市
政
へ
の
市
民
参
画
を
進
め
る
た
め

に
、
何
よ
り
も
情
報
の
公
開
、
共
有
、
そ

し
て
双
方
向
の
意
見
交
換
の
仕
組
み
が
必

要
で
す
。
具
体
的
に
は
、
諸
運
営
ル
ー
ル

の
見
直
し
や
市
民
に
分
か
り
や
す
い
市
政

の
「
見
え
る
化
」
を
進
め
ま
す
。

　
市
民
一
人
一
人
が
主
役
に
な
る
仕
組
み

を
作
る
た
め
に
は
、「
市
長
と
語
る
会
」

な
ど
の
機
会
を
増
や
し
、
市
民
の
声
を
聞

く
仕
組
み
を
具
体
化
し
ま
す
。
重
要
な
問

題
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を

聴
く
「
市
民
政
策
会
議
」
な
ど
の
審
議
会

や
検
討
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
も
検
討

し
、
市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
説
明
責
任
を
果

た
し
て
い
き
ま
す
。

　
以
上
3
つ
の
仕
組
み
づ
く
り
を
通
じ
て

課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
菊
池
の
価
値
を
永
続
的
に

高
め
て
い
く
た
め
に
、
教
育
の
振
興
に
努

め
人
材
の
育
成
を
積
極
的
に
図
り
ま
す
。

人
材
育
成
は
、
私
た
ち
の
永
遠
の
最
重
要

課
題
で
あ
り
、
自
分
で
考
え
行
動
す
る
、

知
恵
と
気
概
と
郷
土
愛
を
持
っ
た
人
材
の

育
成
、
教
育
の
強
化
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

行
政
運
営
の
重
要
な
視
点

　
そ
の
他
に
も
課
題
を
解
決
し
て
い
く
上

で
、
行
政
運
営
に
当
た
り
重
要
な
視
点
が

あ
り
ま
す
。

①
市
民
目
線

　

常
に
市
民
目
線
で
考
え
行
動
し
、
ス

ピ
ー
ド
と
品
質
を
意
識
し
て
市
民
の
皆
さ

ま
が
満
足
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め

ま
す
。

②
連
携
力

　
各
種
経
済
団
体
・
企
業
・
市
民
団
体
・

４
地
域
・
他
市
町
村
・
メ
デ
ィ
ア
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
外
部
と
の
連
携
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
図
り
ま
す
。

③
発
信
力

　
菊
池
の
良
さ
・
魅
力
が
外
部
に
ア
ピ
ー

ル
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
一
の
桜
並
木

や
日
本
一
の
ホ
タ
ル
の
里
づ
く
り
、
日
本

一
の
安
全
・
安
心
な
給
食
な
ど
、
発
信
力

の
あ
る
企
画
を
立
案
し
、
全
国
へ
の
情
報

発
信
に
努
め
ま
す
。
特
に
来
年
は
桜
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や
菊
池
温
泉
湧
出
60
周

年
、
合
併
10
周
年
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
企

画
を
重
ね
合
わ
せ
菊
池
の
Ｐ
Ｒ
を
推
進
し

ま
す
。

④
活
力
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
上
下
左
右
風
通
し
の
良
い
声
の
上
が
る

職
場
を
目
指
し
、
新
し
い
こ
と
へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
大
い
に
推
奨
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
を
市
民
・
職
員
と
共
有
し
、
更
な

る
職
員
の
意
識
改
革
と
資
質
の
向
上
、
な

ら
び
に
市
民
の
皆
さ
ま
と
一
体
と
な
っ
た

市
政
運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
菊
池
の
自
然
の
恵
み
を
守
り
、
自
然
を

生
か
し
て
穏
や
か
な
発
展
を
続
け
て
い
く

「
安
心
・
安
全
の
癒
し
の
里
」
が
早
期
に

実
現
で
き
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
、
ご
指
導
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
菊
池
市
長　
　
江
頭　
実

※�

記
事
は
抜
粋
し
て
い
ま
す
。
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

菊池市「新章」始動。

一
歩
ず
つ
、
明
る
い
未
来
へ
─
─

11 102013 June広報きくち2013 June広報きくち



▼七城区長（38 人） ▼旭志区長（24 人）

▼泗水区長（47 人）

行政区名 氏　名 ヨミガナ

小　 川 古川孝記 ﾌﾙｶﾜ ｺｳｷ

姫　 井 水上法昭 ﾐｽﾞｶﾐ ﾎｳｼｮｳ

九 の 峰 斉藤栄喜 ｻｲﾄｳ ｴｲｷ

楠　 原 水上博吉 ﾐｽﾞｶﾐ ﾋﾛﾖｼ

岩　 本 岩根隆利 ｲﾜﾈ ﾀｶﾄｼ

伊　 萩 安武昭二 ﾔｽﾀｹ ｼｮｳｼﾞ

北桜ケ水 　中村貞信○監 ﾅｶﾑﾗ ｻﾀﾞﾉﾌﾞ

南桜ケ水 西口　進 ﾆｼｸﾞﾁ ｽｽﾑ

湯　 舟 米田正敏 ｺﾒﾀﾞ ﾏｻﾄｼ

高　 柳 下田　實 ｼﾓﾀﾞ ﾐﾉﾙ

平 上野康博 ｳｴﾉ ﾔｽﾋﾛ

小　 原 藤野富雄 ﾌｼﾞﾉ ﾄﾐｵ

津　 留 杉山純夫 ｽｷﾞﾔﾏ ｽﾐｵ

妻　 越 坂田　裕 ｻｶﾀ ﾋﾛｼ

大　 迫 田崎栄一 ﾀｻｷ ｴｲｲﾁ

高　 永 永田健勇 ﾅｶﾞﾀ ｹﾝﾕｳ

伊　 坂 　田中弘光○理 ﾀﾅｶ ﾋﾛﾐﾂ

片 川 瀬 有田伸也 ｱﾘﾀ ｼﾝﾔ

尾　 足 　野口　務○理 ﾉｸﾞﾁ ﾂﾄﾑ

川　 上 清水豊年 ｼﾐｽﾞ ﾄﾖﾄｼ

川　 下 清水敏實 ｼﾐｽﾞ ﾄｼﾐ

出　 分 岩木堅一 ｲﾜｷ ｹﾝｲﾁ

川 辺 南 德永裕二 ﾄｸﾅｶﾞ ﾕｳｼﾞ

あさひが丘 藤本　浩 ﾌｼﾞﾓﾄ ﾋﾛｼ

行政区名 氏　名 ヨミガナ

飛　 熊 　志水敏郎○理 ｼﾐｽﾞ ﾄｼﾛｳ

上 住 吉 工藤公男 ｸﾄﾞｳ ｷﾐｵ

南 住 吉 平嶋裕介 ﾋﾗｼﾏ ﾕｳｽｹ

北 住 吉 青木良介 ｱｵｷ ﾘｮｳｽｹ

富　 納 北川敬司 ｷﾀｶﾞﾜ ｹｲｼﾞ

永 荒木勇一郎 ｱﾗｷ ﾕｳｲﾁﾛｳ

永　 南 松永政光 ﾏﾂﾅｶﾞ ﾏｻﾐﾂ

永 出 分 友岡一房 ﾄﾓｵｶ ｶｽﾞﾌｻ

村　 吉 熊本雪治 ｸﾏﾓﾄ ｾﾂｼﾞ

富 梁池清彌 ﾔﾅﾁ ｾｲﾔ

泗水田中 坂﨑裕幸 ｻｶｻﾞｷ ﾋﾛﾕｷ

行政区名 氏　名 ヨミガナ

富 出 分 森本繁樹 ﾓﾘﾓﾄ ｼｹﾞｷ

富の原中央 仁志正幸 ﾆｼ ﾏｻﾕｷ

富の原台 浦田高徳 ｳﾗﾀ ﾀｶﾉﾘ

富の原東 ⻆田和也 ﾂﾉﾀﾞ ｶｽﾞﾔ

富の原北 野尻康治 ﾉｼﾞﾘ ﾔｽﾊﾙ

富の原一 古田耕正 ﾌﾙﾀ ﾔｽﾏｻ

富の原西 立山宣昭 ﾀﾃﾔﾏ ﾉﾌﾞｱｷ

朝日団地 　渡邉郁夫○理 ﾜﾀﾅﾍﾞ ｲｸｵ

竹 の 下 竹内虎一 ﾀｹｳﾁ ｺｲﾁ

久 米 二 岩﨑利宏 ｲﾜｻｷ ﾄｼﾋﾛ

久 米 一 小川幸孝 ｵｶﾞﾜ ﾕｷﾀｶ

高江出分 稲田繁雄 ｲﾅﾀﾞ ｼｹﾞｵ

高　 江 清田靖夫 ｷﾖﾀ ﾔｽｵ

上 高 江 桝永信市 ﾏｽﾅｶﾞ ｼﾝｲﾁ

薬　 師 古荘重 ﾌﾙｼｮｳ  ｼｹﾞﾉﾘ

福 本 二 作野峰夫 ｻｸﾉ ﾐﾈｵ

福 本 一 三姓良一 ｻﾝｼｮｳ ﾘｮｳｲﾁ

田 吹 塚本　満 ﾂｶﾓﾄ ﾐﾂﾙ

三 万 田 牧　秀吉 ﾏｷ ﾋﾃﾞﾖｼ

田 島 一 　河内正男○理 ｶﾜｳﾁ ﾏｻｵ

田 島 二 中島敏郎 ﾅｶｼﾏ ﾄｼﾛｳ

猪 の 目 林　幸人 ﾊﾔｼ ﾕｷﾄ

岡 松田康信 ﾏﾂﾀﾞ ﾔｽﾉﾌﾞ

泗水平野 村上寛吉 ﾑﾗｶﾐ ﾋﾛﾖｼ

井 戸 方 岩下正人 ｲﾜｼﾀ ﾏｻﾄ

糠　 泉 　泉田洋祐○書 ｲｽﾞﾐﾀﾞ ﾖｳｽｹ

泗水佐野 安武一憲 ﾔｽﾀｹ ｶｽﾞﾉﾘ

桜 山 一 吉田國臣 ﾖｼﾀﾞｸﾆｵﾐ

桜 山 二 井上和正 ｲﾉｳｴ ｶｽﾞﾏｻ

桜 山 三 渡辺　勉 ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾂﾄﾑ

桜 山 四 和合孝之 ﾜｺﾞｳ ﾀｶﾕｷ

桜 山 五 松岡智團 ﾏﾂｵｶ ﾁﾀﾞﾝ

桜 山 六 田中　博 ﾀﾅｶ ﾋﾛｼ

桜 山 七 佐美三信雄 ｻﾐｿｳ ﾉﾌﾞｵ

桜 山 八 林　紀行 ﾊﾔｼ ﾉﾘﾕｷ

桜 山 九 佐藤辰男 ｻﾄｳ ﾀﾂｵ

問い合わせ先
菊池区長　総務課　☎ 0968(25)7111　七城区長　七城総合支所総務民生課　☎ 0968(25)1000
旭志区長　旭志総合支所総務民生課　☎ 0968(37)3111　泗水区長　泗水総合支所総務民生課　☎ 0968(38)2112

　全体区長会議は５月 14 日、菊池市文化会館で開かれ、各機関、
各課からの説明や質疑応答などが行われました。その後開かれた菊
池市区長協議会総会では、今年度の事業計画・予算などが承認され
たほか、各役員も次のとおり決まりました。
　会長は古

ふ る た

田耕
や す ま さ

正さん（泗水区長会会長）、副会長は佐
さ と う

藤紘
こ う い ち

一さん（菊
池区長会会長）、田

た し ろ

代武
た け の り

則さん（七城区長会会長）、安
や す た け

武昭
し ょ う じ

二さん（旭
志区長会会長）で、理事＝○理 、書記兼会計＝○書、監事＝○監は、名簿
の氏名の横に記載しているとおりです。

各区の嘱託員（区長）を紹介します（敬称略）

左から佐藤副会長（菊）、田代副会長（七）
古田会長（泗）、安武副会長（旭）

▼菊池区長（102 人）

平成25年度区長（嘱託員）協議会役員が決定しました

行政区名 氏　名 ヨミガナ

日 生 野 藤本忠信 ﾌｼﾞﾓﾄ ﾀﾀﾞﾉﾌﾞ

下　 組 原　道德 ﾊﾗ ﾐﾁﾉﾘ

長　 六 藤本　宏 ﾌｼﾞﾓﾄ ﾋﾛｼ

岩　 平 岩﨑幸葊 ｲﾜｻｷ ﾕｷﾋﾛ

塚　 原 渡邉泰博 ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾔｽﾋﾛ

伊 牟 田 伊賀敏光 ｲｶﾞ ﾄｼﾐﾂ

古　 川 三笘数利 ﾐﾄﾏ ｶｽﾞﾄｼ

立　 門 佐藤宗寛 ｻﾄｳ ﾑﾈﾋﾛ

戸　 城 川上憲誠 ｶﾜｶﾐ ｹﾝｾｲ

永　 山 武藤篤弘 ﾑﾄｳ ｱﾂﾋﾛ

伊　 野 上田己年 ｳｴﾀﾞ ﾐﾄｼ

木　 護 渡邊順一 ﾜﾀﾅﾍﾞ ｼﾞｭﾝｲﾁ

柏 仲光祐次 ﾅｶﾐﾂ ﾕｳｼﾞ

鉾 の 甲 林加頭喜 ﾊﾔｼ ｶﾂﾞｷ

杉　 生 福川喜久 ﾌｸｶﾞﾜ ﾖｼﾋｻ

寺 小 野 冨田清一 ﾄﾐﾀ ｾｲｲﾁ

染　 土 原田美代子 ﾊﾗﾀﾞ ﾐﾖｺ

長　 野 髙山讓二 ﾀｶﾔﾏ ｼﾞｮｳｼﾞ

龍門　１ 川口節八 ｶﾜｸﾞﾁ ｾﾂﾔ

雪　 野 佐藤龍弘 ｻﾄｳ ﾀﾂﾋﾛ

小　 木 小川英一 ｵｶﾞﾜ ｴｲｲﾁ

鳳　 来 田中昭夫 ﾀﾅｶ ｱｷｵ

穴　 川 蒲地昭博 ｶﾏﾁ ｱｷﾋﾛ

西 迫 間 迫　英一 ﾊｻﾞﾏ ｴｲｲﾁ

七　 坪 角田賢司 ｶｸﾀﾞ ｹﾝｼﾞ

市 野 瀬 岩永敏行 ｲﾜﾅｶﾞ ﾄｼﾕｷ

中 野 瀬 長谷憲四郎 ﾅｶﾞﾀﾆ ｹﾝｼﾛｳ

東 迫 間 小畑良一 ｵﾊﾞﾀ ﾘｮｳｲﾁ

太　 田 　和田憲生○理 ﾜﾀﾞ ｹﾝｾｲ

戸 豊 水 中村親雄 ﾅｶﾑﾗ ﾁｶｵ

大　 柿 横手勇喜 ﾖｺﾃ ﾕｳｷ

菊池平野 高木哲男 ﾀｶｷ ﾃﾂｵ

茂 藤 里 赤星千里 ｱｶﾎｼ ﾁｻﾄ

篠　 倉 有田征二 ｱﾘﾀ ｾｲｼﾞ

行政区名 氏　名 ヨミガナ

上　 町 川上勇藏 ｶﾜｶﾐ ﾕｳｿﾞｳ

中　 町 三牧博之 ﾐﾏｷ ﾋﾛﾕｷ

下　 町 大塚國博 ｵｵﾂｶ ｸﾆﾋﾛ

切　 明 境　憲泰 ｻｶｲ ﾉﾘﾔｽ

迎　 町 中村義德 ﾅｶﾑﾗ ﾖｼﾉﾘ

中 央 通 志水郁夫 ｼﾐｽﾞ ｲｸｵ

横　 町 　樋口昭彦○理 ﾋｸﾞﾁ ｱｷﾋｺ

立　 町 江﨑重勝 ｴｻﾞｷ ｼｹﾞｶﾂ

正 院 町 田中泰裕 ﾀﾅｶ ﾔｽﾋﾛ

栄　 町 宮川昭 ﾐﾔｶﾞﾜ ｱｷﾕｷ

西正観寺 平　憲一 ﾀｲﾗ ｹﾝｲﾁ

東正観寺 東　桂介 ﾋｶﾞｼ ｹｲｽｹ

亘 北村公一 ｷﾀﾑﾗ ｺｳｲﾁ

築　 地 増永次男 ﾏｽﾅｶﾞ ﾂｷﾞｵ

片　 角 光堀俊愽 ﾐﾂﾎﾞﾘ ﾄｼﾋﾛ

北　 原 　髙木俊郎○理 ﾀｶｷ ﾄｼﾛｳ

立　 石 山内理至 ﾔﾏｳﾁ ﾏｻｼ

袈 裟 尾 有働宗信 ｳﾄﾞｳ ｿｳｼﾝ

玉 祥 寺 上村豊誠 ｳｴﾑﾗ ﾎｳｾｲ

高 野 瀬 葉室正信 ﾊﾑﾛ ﾏｻﾉﾌﾞ

遊 蛇 口 田中利秀  ﾀﾅｶ ﾄｼﾋﾃﾞ

稗　 方 原田 雄 ﾊﾗﾀﾞ ﾕｷｵ

堀　 切 村上朗美夫 ﾑﾗｶﾐ ﾛﾐｵ

神　 鶴 木原繁広 ｷﾊﾗ ｼｹﾞﾋﾛ

菊池松島 松野和己 ﾏﾂﾉ ｶｽﾞﾐ

日　 向 林　富三雄 ﾊﾔｼ ﾌﾐｵ

柿 木 平 池田榮亀 ｲｹﾀﾞ ｴｲｷ

中　 原 原川智明 ﾊﾗｶﾜ ﾁｱｷ

藤　 田 　岩木義博○理 ｲﾜｷ ﾖｼﾋﾛ

上 木 庭 東　一眞 ﾋｶﾞｼ ｶｽﾞﾏ

下 木 庭 城　岳雄 ｼﾞｮｳ ﾀｹｵ

菊池佐野 渡邉一德 ﾜﾀﾅﾍﾞ ｶｽﾞﾉﾘ

鍋　 倉 野中宜正 ﾉﾅｶ ﾖｼﾏｻ

原 細 永 　後藤　定○理 ｺﾞﾄｳ ｻﾀﾞﾑ

行政区名 氏　名 ヨミガナ

伊　 倉 西山博道 ﾆｼﾔﾏ ﾋﾛﾐﾁ

道　 園 寺井富男 ﾃﾗｲ ﾄﾐｵ

金　 峰 越猪隆幸 ｵｵｲ ﾀｶﾕｷ

生　 味 阪田勇喜 ｻｶﾀ ﾕｳｷ

木 佐 木 阪本康一 ｻｶﾓﾄ ｺｳｲﾁ

滝黒仁田 川原田明彦 ｶﾜﾊﾗﾀﾞ ｱｷﾋｺ

上 西 寺 今坂堅三 ｲﾏｻｶ ｹﾝｿﾞｳ

中 西 寺 笹本公昭 ｻｻﾓﾄ ｷﾐｱｷ

下 西 寺 光永明德 ﾐﾂﾅｶﾞ ｱｷﾉﾘ

辻 田中義和 ﾀﾅｶ ﾖｼｶｽﾞ

南 古 閑 工藤政史 ｸﾄﾞｳ ﾏｻｼ

北 古 閑 愛垣　徹 ｱｲｶﾞｷ ﾄｵﾙ

野 間 口 大石和 ｵｵｲｼ ｶｽﾞﾕｷ

神　 来 髙山賢實 ｺｳﾔﾏ ﾏｻﾐ

大 琳 寺 後藤昭敏 ｺﾞﾄｳ ｱｷﾄｼ

北　 宮 田中昭雄 ﾀﾅｶ ｱｷｵ

深　 川 角田昭吉 ﾂﾉﾀﾞ ｱｷﾖｼ

村　 田 川口政葊 ｶﾜｸﾞﾁ ﾏｻﾋﾛ

上 長 田 八並章一 ﾔﾂﾅﾐ ｼｮｳｲﾁ

下 長 田 中原英昭 ﾅｶﾊﾗ ﾌｻｱｷ

大　 塚 佐藤紘一 ｻﾄｳ ｺｳｲﾁ

東　 原 西口義博 ﾆｼｸﾞﾁ ﾖｼﾋﾛ

上 出 田 加茂野勝義 ｶﾓﾉ ｶﾂﾖｼ

下 出 田 川口隆則 ｶﾜｸﾞﾁ ﾀｶﾉﾘ

植 古 閑 中林　正 ﾅｶﾊﾞﾔｼ  ﾏｻｼ

広　 瀬 佐々木　章 ｻｻｷ ｱｷﾗ

木 柑 子 岡本　研 ｵｶﾓﾄ ﾐｶﾞｸ

花 房 台 杉尾二六敏 ｽｷﾞｵ ﾌﾑﾄｼ

今 木下純一 ｷﾉｼﾀ ｼﾞｭﾝｲﾁ

甲 森 北 宮川　隆 ﾐﾔｶﾞﾜ ﾀｶｼ

乙 森 北 中尾憲行 ﾅｶｵ ﾉﾘﾕｷ

上 古 閑 米川　修 ﾖﾈｶﾜ ｵｻﾑ

上 赤 星 山口孝葊 ﾔﾏｸﾞﾁ ﾖｼﾋﾛ

下 赤 星 磧上博秋 ｾｷｶﾞﾐ ﾋﾛｱｷ

ノ

行政区名 氏　名 ヨミガナ

山　 崎 緒方敏孝 ｵｶﾞﾀ ﾄｼﾀｶ

上 水 次 片山　実 ｶﾀﾔﾏ ﾏｺﾄ

下 水 次 　松岡　讓○監 ﾏﾂｵｶ ﾕｽﾞﾙ

岡　 田 有働啓志 ｳﾄﾞｳ ｹｲｼ

流　 川 森　龍之 ﾓﾘ ﾘｭｳｼ

辺　 田 横手賢清 ﾖｺﾃ ｹﾝｾｲ

荒　 牧 隈部勇生 ｸﾏﾍﾞ ﾕｳｾｲ

高　 田 機原秀樹 ﾄﾁﾊﾗ ﾋﾃﾞｷ

台 西　伸夫 ﾆｼ ﾉﾌﾞｵ

瀬 戸 口 古荘　守 ﾌﾙｼｮｳ ﾏﾓﾙ

甲 佐 町 古閑昭二郎 ｺｶﾞ ｼｮｳｼﾞﾛｳ

新 古 閑 瀬田泰博 ｾﾀ ﾔｽﾋﾛ

清　 水 　松田良治○理 ﾏﾂﾀﾞ ﾖｼﾊﾙ

宮　 園 渡辺俊博 ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾄｼﾋﾛ

菰　 入 中田博幸 ﾅｶﾀ ﾋﾛﾕｷ

戸 田 島 中川勝博 ﾅｶｶﾞﾜ ﾏｻﾋﾛ

七城田中 本田富男 ﾎﾝﾀﾞ ﾄﾐｵ

本　 村 坂本啓語 ｻｶﾓﾄ ｹｲｺﾞ

加　 恵 櫔原賢一 ﾄﾁﾊﾗ ｹﾝｲﾁ

五　 海 上田卓二 ｳｴﾀﾞ ﾀｸｼﾞ

西　 郷 古田直葊 ﾌﾙﾀ ﾅｵﾋﾛ

羽 根 木 古田典博 ﾌﾙﾀ ﾉﾘﾋﾛ

蟹　 穴 栗原昇圣 ｸﾘﾊﾗ ｼｮｳｾｲ

間　 所 志水　茂 ｼﾐｽﾞ ｼｹﾞﾙ

岩　 瀬 福島龍次 ﾌｸｼﾏ ﾀﾂｼﾞ

前　 川 永松九州男 ﾅｶﾞﾏﾂ ｸｽｵ

板　 井 江籐継喜 ｴﾄｳ ｹｲｷ

梶　 迫 井籐廣之 ｲﾄｳ ﾋﾛﾕｷ

林　 原 橋本哲男 ﾊｼﾓﾄ ﾃﾂｵ

元　 村 田代武則 ﾀｼﾛ ﾀｹﾉﾘ

新　 村 廣田英幸 ﾋﾛﾀ ﾋﾃﾞﾕｷ

打　 越 髙森正明 ﾀｶﾓﾘ ﾏｻｱｷ

内　 島 田代憲政 ﾀｼﾛ ｹﾝｾｲ

小 野 崎 中島洋一 ﾅｶｼﾏ ﾖｳｲﾁ

七城松島 新生隆義 ﾆｲﾌﾞ ﾀｶﾖｼ

上 橋 田 　坂井博明○理 ｻｶｲ ﾋﾛｱｷ

下 橋 田 前田靖則 ﾏｴﾀﾞ ﾔｽﾉﾘ

大　 尺 西村眞剛 ﾆｼﾑﾗ ｼﾝｺﾞｳ

萬
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４　
　23

４　
　28

個展の開催を祝う念ずれば花開く会の皆さんと、式典に参加し
た福

ふ く む ら

村三
み つ お

男前市長（前列左から２人目）、倉
く ら は ら

原久
ひ さ よ し

義教育長（前列㊨）

１秒でも早く前方の的を倒そうと放水する選手

念ずれば花開く
坂村真民展開催

訓練の成果を披露
七城方面隊消防操法大会

ヨーガ療法の実技を披露するシャンティ・ハートの皆さん

４/19
～21

「菊池健康の里づくり」の取
り組みを全国大会で発表

1. 江頭市長が参加したじゃんけん大会　2. 観光イメージソング
「菊池の里」を歌う佐

さ え き

伯陽
よ う こ

子さん　3. にぎわう商店街

４　
　28

　軽トラ朝市が隈府商店街であり、多くの来場者で
にぎわいました。これは市内外から軽トラックで訪
れた出店者が野菜や特産物、惣菜などを販売するも
ので、毎月第４日曜日に開催されています。
　景品が当たるスタンプラリーやじゃんけん大会に
は子どもから高齢者までたくさんの人が参加。歩行
者天国となった路上では、ダンスやライブなどのパ
フォーマンスが繰り広げられ、行き交う人々の目を
楽しませていました。

商店街が大にぎわい
湯ったり菊池の軽トラ朝市

１ ２

３

　第 11 回日本ヨーガ療法学会研究総会は、宮崎県
のシーガイアで開催され、全国から約 1,500 人の
関係者が参加しました。本市から熊本ヨーガ療法士
会の富

と み お か

岡楓
ふ み よ

實代さんが「健康の里づくりとヨーガ療
法」と題し、菊池市ヨーガボランティア養成講座の
活動や成果などを発表。ヨーガボランティア団体
シャンティ・ハートの皆さんが実技を披露するなど、
団体が目指す「菊池健康の里づくり」の取り組みを
全国の皆さんに発信しました。

　菊池市念ずれば花開く会（春
は る た

田勝
か つ こ

子会長）による
坂村真民展の開会式典が、わいふ一番館で開催され
ました。この展示会は、癒しの詩人といわれる故・
坂村真民さんの功績を、広く市民に知ってもらおう
と開催されたものです。春田会長は式典で、「少し
でも明るく住みよい街づくりに貢献できるよう、会
員一同力を合わせて頑張りたい」とあいさつ。会員
の皆さんは、展示されている作品を見ながら「たく
さんの人に見てもらいたい」と話していました。

　菊池市消防団七城方面隊操法大会は、七城総合グ
ラウンド駐車場で開催され、21 チームが出場しま
した。この大会は、市民の生命、身体、財産を火災
から守るため、安全確実、かつ迅速に行動できるよ
う訓練することを目的に毎年行われています。
大会結果　優勝　第９分団１部間所班　準優勝　第
10 分団１部梶迫班　第３位　第８分団２部高田班
個人賞（敬称略）　指揮者　坂

さ か い

井智
と も か ず

一　１番員　
村
む ら か み

上勝
か つ ま さ

正　２番員　高
た か も り

森洋
よ う す け

介　３番員　出
で ぐ ち

口正
ま さ き

輝

５　
　１

５　
　１

元気に泳げ
迫間川で鯉の滝のぼり

　迫間地区の前田橋付近に 15 匹の鯉のぼりが架設
され、完成を祝う式典が現地で開催されました。こ
れは菊池教育会（木

き は ら

原昭
しょうぞう

三会長）が企画したもので、
地元住民などの協力を得て実現。式典には地元住民
や菊池さくら保育園の園児、関係者など約 80 人が
出席し、迫間川上流に見える滝と眼鏡橋に向かって
泳ぐ鯉の群れを観賞しました。式典の終わりには、
木原会長が作った讃歌「鯉の滝のぼり」を参加者全
員で合唱し、新たな景勝地の誕生を祝いました。

荒木精之文学碑の前で真剣にガイドの説明を聞く生徒たち

　菊池女子高 1 年生が菊池公園周辺の史跡をめぐ
り、地域の歴史を学習しました。生徒たちは、菊池
観光協会のボランティアガイド 2 人の案内で菊池
武光公騎馬像や荒木精之文学碑、菊池武重公墓など
を散策。学校創設者である故・荒木民次郎氏や、学
校で郷土芸能として取り組む菊池千本槍の発祥など
を学びました。参加した米

こ め だ

田彩
あ や の

乃さんは、「菊池の
良いところ、学校の良いところを知ることができま
した」と話しました。

地域の歴史を学習
菊池女子高生が史跡探訪

「鯉の滝のぼり」を合唱する菊池さくら保育園年長児たち

４　
　28

きれいに咲いて
ヒガンバナが里帰り

江
え が し ら

頭実
みのる

市長にテントを渡す河上会長とあとぜき会の皆さん

５　
　10

あとぜき会の皆さんが
テントを寄贈しました

　あとぜき会（河
か わ か み

上英
え い す け

輔会長）より市へテントが寄
贈されました。あとぜき会は、平成８年に市内の事
業所が異業種間交流と地域貢献を目的に発足した団
体。商店街の街路灯のデザイン制作やヤーコン焼酎
の製造など、市の PR や活性化に貢献しています。
　同会による寄贈は、社会福祉協議会などへの寄贈
を含め今回で４回目。河上会長は、「有効活用して
もらえたらうれしい。これからもまちおこしの手伝
いをしていきたい」と話しました。

　竜門ダムで水没した班蛇口地区から旭志伊坂地区
に移植したヒガンバナの一部を、遊蛇口地区の皆さ
んが譲り受け自分たちの地区に植えました。このヒ
ガンバナは、水没する際、当時の旭志村からの要望
で移植したもので、｢彼岸花の里｣ づくりを進めて
いる伊坂地区の彼岸花愛好会の手で、大切に育てら
れています。今回の里帰りは、「地域のふるさとづ
くり」にと遊蛇口地区の要望に対し、愛好会の皆さ
んが応えたことで実現しました。
１ ３

２

1.2. ヒガンバナの球根を掘り起して手渡されました
3. 譲り受けた球根を地元に植える遊蛇口地区の皆さん
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６月４日㈫～ 10 日㈪は「歯と口の健康週
間」です。歯がないと満足に食べることが
できず、口の中が不衛生だと全身の病気へ
とつながります。体全体の健康のために、
歯と口を健康に保つことが大切です。

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

歯
ッ
ピ
ー
キ
ッ
ズ

４
月
12
日
・
19
日
の
歯

科
検
診
の
結
果
で
、む

し
歯
が
な
か
っ
た
子

ど
も
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

今い
ま
む
ら村
公こ

う
よ
う洋　
（
○菊　
柿
木
平
）

合ご
う
と戸
朱あ

す
み澄　
（
○菊　
高
野
瀬
）

東ひ
が
し　
由ゆ

き
ひ
ろ紘　
（
○菊　
上
木
庭
）

横よ
こ
や
ま山
統と

う
じ士　
（
○菊　
片
角
）

熊く
ま
み見
玲れ

お皇　
（
○菊　
亘
）

潤う
る
い井
咲さ

く
た
ろ
う

太
郎
（
○菊　
大
琳
寺
）

鶴つ
る
も
と本
ひ
な　
（
○菊　
東
原
）

畑は
た　
夢ゆ

め
か香　
（
○七　
台
）

黒く
ろ
ぎ木
彩さ

え永　
（
○七　
間
所
）

芹せ
り
か
わ川
那な

な奈　
（
○七　
流
川
）

石い
し
だ田
真ま

な
き喜　
（
○旭　
あ
さ
ひ
が
丘
住
宅
）

坂さ
か
も
と本
栞し

お
り理　
（
○旭　
妻
越
）

吉よ
し
む
ら村
ひ
な
の
（
○旭　
北
桜
ヶ
水
）

山や
ま
し
た下
勇い

さ
み海　
（
○泗　
北
住
吉
）

古ふ
る
し
ょ
う庄　
格い

た
る　
（
○泗　
永
）

松ま
つ
な
が永
愛あ

い
ら羅　
（
○泗　
井
戸
方
）

住す
み
の野
愛ま

な
か椛   

（
○泗　
富
納
）

上う
え
だ田
晄こ

う
せ
い生　
（
○泗　
富
の
原
北
）

堤つ
つ
み
だ田
蒼そ

う
す
け佑　
（
○泗　
富
の
原
西
）

荒あ
ら
き木
楓ふ

う
が雅　
（
○泗　
永
）

大お
お
し
ま島
涼り

ょ
う
が雅　
（
○泗　
久
米
一
）

大お
お
つ
か塚　
蓮れ

ん　
（
○泗　
富
の
原
中
央
）

　
む
し
歯
予
防
の
た
め
に
は
、
家
族
ぐ

る
み
で
取
り
組
む
こ
と
が
と
て
も
重
要

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
甘
い
も
の
を
控

え
る
」
「
歯
み
が
き
を
す
る
」
「
歯
を

強
く
す
る
」
「
定
期
健
診
を
受
け
る
」

「
仕
上
げ
磨
き
」
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
む
し
歯
が
あ
っ
た
お
子
さ
ん
は
、

な
る
べ
く
早
く
歯
科
医
院
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

問い合わせ先　健康推進課健康推進係
　　　　　　　　☎ 0968(25)7219

あなたの歯とお口は
健康ですか？

健康だより

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

と　

き　

６
月
11
日
㈫

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

午
後
０
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　

泗
水
総
合
支
所

内　

容　

４
０
０
ml
献
血

　

現
在
、
４
０
０
ml
献
血
の
需
要
が

と
て
も
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

４
０
０
ml
の
献
血
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
服
薬
に
関
す
る
基
準
が
変
更

さ
れ
た
こ
と
で
、
薬
を
飲
ん
で
い
る

人
で
も
献
血
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
会
場
で
医
師
が
判
断
し
ま
す
の

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

献
血
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、
運

転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
身

分
証
明
証
に
よ
る
本
人
確
認
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
献
血
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
人
は
一
緒
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

平ひ
ら
き木
久く

り
ゅ
う

利
生
（
○菊　
北
宮
）

中な
か
し
ま嶋
柊と

う
ご吾　
（
○菊　
西
正
観
寺
）

歯
を
失
う
原
因

　

現
在
、
中
高
年
以
上
の
約
６
割
の

人
が
何
ら
か
の
理
由
で
歯
を
失
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
原
因
の
約
８
割
が
む

し
歯
と
歯
周
病
で
す
（
表
１
：
厚
生

労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）。

（
図
１
）。
日
常
の
生
活
習
慣
と
深
く

関
わ
っ
て
い
る
た
め
、
生
活
習
慣
病

の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

口
の
中
に
残
っ
た
糖
分
な
ど
を

む
し
歯
菌
が
分
解
し
て
歯
垢
（
プ

ラ
ー
ク
）
を
つ
く
り
、
歯
垢
の
中

で
さ
ら
に
糖
分
を
分
解
し
て
歯
を

溶
か
す
酸
を
つ
く
り
ま
す
。
そ
の

酸
に
よ
り
歯
の
表
面
の
エ
ナ
メ
ル

質
が
溶
か
さ
れ
む
し
歯
が
発
生
し

ま
す
。

歯
周
病
の
原
因

　

歯
周
病
は
、
歯
と
歯
肉
（
歯
茎
）

の
境
に
た
ま
っ
た
歯
垢
が
原
因
で

起
こ
る
病
気
で
す
。
歯
垢
の
中
の

細
菌
が
毒
素
を
つ
く
り
、
歯
肉
に

炎
症
を
起
こ
し
、
歯
肉
が
赤
く
腫

れ
ま
す
。
そ
し
て
歯
と
歯
肉
の
間

に
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
と
い
う
溝
が
で

き
、
そ
の
中
に
歯
垢
が
た
ま
っ
て

い
き
ま
す
。
こ
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
た

ま
っ
た
歯
垢
が
歯
肉
炎
を
さ
ら
に

悪
化
さ
せ
ま
す
。

　

歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
が
深
く
な
り
、

歯
肉
の
内
側
の
歯
根
膜
、
歯
を
支

え
て
い
る
歯
槽
骨
ま
で
が
溶
け
出

す
と
、
歯
が
少
し
の
衝
撃
で
抜
け

落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。

　

歯
周
病
も
生
活
習
慣
病
の
一
つ

で
す
。
次
に
該
当
す
る
人
は
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。

喫
煙
す
る
人　

タ
バ
コ
は
歯
肉
の

血
液
循
環
を
悪
く
し
ま
す
。

妊
娠
中
の
人　

ホ
ル
モ
ン
の
関
係

で
歯
肉
が
腫
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

糖
尿
病
の
人　

体
の
防
衛
反
応
が

鈍
く
な
り
炎
症
が
治
り
に
く
く
な

り
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
を
受
け
て
い
る
人　

免

疫
機
能
を
保
つ
白
血
球
の
働
き
が

弱
く
な
り
ま
す
。

若
い
人
に
忍
び
寄
る
歯
周
病

　

10
代
の
若
い
人
が
か
か
る
悪
質

な
歯
周
病
（
若
年
性
歯
周
炎
）
が

増
え
て
い
ま
す
。
歯
肉
に
何
ら
か

の
所
見
が
あ
る
人
は
、
15
～
24
歳

で
65
％
、
20
代
後
半
で
す
で
に
８

割
近
く
の
人
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

40
～
50
代
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ

の
後
減
少
す
る
の
は
歯
が
無
く
な

る
人
が
増
え
る
た
め
で
す
（
表
２
）。

歯
や
口
の
中
の
病
気
が

体
に
及
ぼ
す
影
響

　

口
の
中
が
不
衛
生
だ
と
細
菌
が

増
殖
し
ま
す
。
細
菌
が
出
す
毒
素

が
血
液
の
中
に
入
り
込
む
と
、
体

の
臓
器
に
感
染
症
や
障
が
い
を
引

き
起
こ
し
ま
す
（
図
２
）。

イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
を
妨
げ
て
、
さ

ら
に
糖
尿
病
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
歯
周
病
を
改
善
す

る
と
糖
尿
病
の
状
態
も
良
く
な
る

と
い
う
デ
ー
タ
も
発
表
さ
れ
て
い

ま
す
。
糖
尿
病
の
人
は
歯
周
病
の

治
療
も
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

お
い
し
く
食
べ
て
、
健
康
で
楽

し
く
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送

る
た
め
に
は
、
毎
日
の
正
し
い
セ

ル
フ
ケ
ア
と
定
期
的
な
歯
科
医
受

診
が
大
切
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
口

の
健
康
に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

む
し
歯
の
原
因

　

む
し
歯
は
、
口
の
中
に
い
る
む
し

歯
菌
と
食
事
や
お
や
つ
の
食
べ
か
す
、

唾
液
の
量
、
放
置
し
た
時
間
な
ど
多

く
の
要
因
が
重
な
っ
て
発
生
し
ま
す

弱い歯

むし歯

時間の経過
（不衛生のまま放置）

食べかす
（糖分） むし歯菌

　

ま
た
、
低
体
重
児
や
早
産
の
原

因
に
な
っ
た
り
、
骨
粗
し
ょ
う
症

や
肥
満
、
血
管
の
動
脈
硬
化
を
引

き
起
こ
し
た
り
し
ま
す
。

　

本
市
に
は
糖
尿
病
の
人
が
多
い

と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
糖

尿
病
の
人
は
、
免
疫
力
が
低
下
し

て
歯
肉
の
炎
症
が
起
こ
り
や
す
く

な
る
た
め
歯
周
病
を
悪
化
さ
せ

ま
す
。
歯
周
病
が
ひ
ど
く
な
る
と
、

炎
症
に
よ
っ
て
出
て
く
る
物
質
Ｔ
Ｎ

Ｆ
ー
ａ
（
炎
症
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
）

が
、
血
糖
値
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

脳血管発作認知症 心臓疾患
◦心内膜炎
◦狭心症
◦心筋梗塞

胃腸障害

誤えん性肺炎

糖尿病

肥満

表１　歯を失う原因図１

図２

表２　歯周疾患のある人の割合

風
し
ん
が
流
行
し
て
い
ま
す

　

昨
年
よ
り
風
し
ん
の
患
者
数
が
全

国
で
急
増
し
、
過
去
５
年
間
で
最
も

多
い
報
告
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現

在
も
増
え
続
け
て
お
り
、
特
に
風
し

ん
の
予
防
接
種
を
受
け
な
か
っ
た
20

代
～
50
代
の
成
人
男
性
の
患
者
数
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

風
し
ん
と
は

　

風
し
ん
は
、
２
～
３
週
間
の
潜
伏

期
間
を
経
て
、
発
疹
・
発
熱
・
リ
ン

パ
節
の
腫
れ
な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
が
、

感
染
し
て
も
明
ら
か
な
症
状
が
出
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
症
状
は
子
ど

も
で
は
比
較
的
軽
い
で
す
が
、
ま
れ

に
脳
炎
な
ど
の
合
併
症
を
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
大
人
が
感
染
す
る

と
症
状
は
重
く
な
る
こ
と
が
多
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

妊
娠
初
期
の
女
性
が
風
し
ん
に
感

染
す
る
と
、
胎
児
が
風
し
ん
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
、
難
聴
・
心
疾
患
・
白

内
障
な
ど
の
障
が
い
（
先
天
性
風
し

ん
症
候
群
）
の
あ
る
赤
ち
ゃ
ん
が
生

ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
（
必
ず

し
も
障
が
い
の
あ
る
赤
ち
ゃ
ん
が
生

ま
れ
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

風
し
ん
に
か
か
ら
な
い
た
め
に

　

風
し
ん
は
初
夏
に
か
け
て
流
行
期

を
迎
え
、
今
後
さ
ら
に
拡
大
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
特
に
妊
婦
を
守

り
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発
生

を
予
防
す
る
た
め
次
の
こ
と
に
留
意

し
て
く
だ
さ
い
。

① 

麻
し
ん
風
し
ん
定
期
予
防
接
種
の

対
象
者
（
１
歳
児
・
小
学
校
就
学

１
年
前
の
幼
児
）
は
、
速
や
か
に

接
種
を
受
け
る
。

②
手
洗
い
・
う
が
い
の
励
行
。

③ 

妊
婦
へ
の
感
染
を
予
防
す
る
た
め

に
、
妊
娠
希
望
者
や
妊
娠
の
可
能

性
が
高
い
人
、
妊
婦
の
夫
や
子
ど

も
で
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が

な
く
、
予
防
接
種
も
受
け
て
い
な

い
人
は
、
任
意
で
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※ 

妊
娠
中
は
風
し
ん
の
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

任
意
の
予
防
接
種
の
費
用
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。
費
用
に
つ
い

て
は
か
か
り
つ
け
医
な
ど
の
医
療

機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
不
明
な
点
は
、
健
康
推
進

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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万
句
の
里
俳
句
会　
４
月
句
会

大
木
に
絡
ま
り
藤
の
咲
き
誇
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林　
ま
つ
子

天
に
地
に
生
き
る
よ
ろ
こ
び
揚
雲
雀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永　
久
子

こ
と
こ
と
と
煮
込
む
厨く

り
やの

山
椒
の
芽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
路　
郁
子

行ゆ
く
は
る春

の
雨
に
ひ
も
と
く
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う
じ
ょ
う
き

丈
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤
本　
ト
ミ

春
の
水
廻
し
苔
む
す
大
水
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
ひ
さ
子

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会　
４
月
例
会

白
き
歯
の
幼
な
パ
リ
パ
リ
春
キ
ャ
ベ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
本　
和
子

麻
痺
の
身
を
忘
れ
笑
顔
の
花
吹
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部　
靜
子

舞
え
ば
ま
た
ど
よ
め
き
の
あ
り
花
吹
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
ア
ツ
子

春
休
み
終
り
て
猶
予
す
で
に
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺　
大
寿

逝
く
春
や
遠
き
娘
の
こ
と
孫
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上　
数
恵

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
会　
４
月
詠
草

バ
ス
の
旅
藍
の
天
草
春
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
尾
ヨ
シ
コ

竹
林
を
裏
庭
に
し
て
初
音
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川　
蓉
子

孫
嫁
と
曾
孫
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デ
ー
ト
花
三
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
谷　
ミ
ネ

足
萎
え
の
試
す
一
歩
や
草
萌
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川
の
り
子

肥
後
狂
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桜
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4
月
例
会

散
り
散
り
ば
ら
ば
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卒
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会
い
だ

さ
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田
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レ
イ
子

そ
る
が
人
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ソ
ロ
バ
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弾
く
癖
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あ
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田
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ゆ
る
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ど
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高
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恵
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タ
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落
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仕
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け
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ど
う
し
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ら
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻　
　
弘
喜

肥
後
狂
句
水
笑
会　
４
月
例
会

禁
煙
成
功　
夢
で
も
吸
わ
ん
ご
つ
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
上　
美
由

禁
煙
成
功　
子
供
が
出
来
た
そ
の
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
手
洗
三
代

様
子
が
変　
酒
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出
し
て
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押
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や
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島　
五
女

券
売
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何
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食
お
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か
ま
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る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
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乗
仏

出
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冥
土
行
き
に
は
早
過
ぎ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
井　
江
彩

七
城
短
歌
会　
４
月
詠
草

存
分
に
咲
き
見
せ
く
れ
し
桜
花
吹
き
過
ぐ

風
に
花
吹
雪
く
な
り　
　
　
岩
津　
凉
子

草
を
抜
く
我
の
頭
上
で
初
鳴
き
の
鶯
が
し

き
り
怠
惰
と
が
む
る　
　
　
村
上　
幾
雄

更
け
し
夜
を
抜
け
出
で
露
天
湯
に
ひ
た
る

か
た
み
に
膝
病
む
先
客
あ
り
ぬ　
　
　
　

�����

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
　々
重
弘

「
作
る
な
」は
娘
ら
が
の
忠
告
時と

き季
く
れ
ば

植
え
ず
に
お
れ
ぬ
胡
瓜
ト
マ
ト
苗　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
崎　
照
代

ゆ
く
り
な
く
見
舞
い
に
は
る
ば
る
来
し

歌と

も友
の
握
り
て
く
れ
る
手
の
暖
か
し　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木　
　
精

里
短
歌
会　
４
月
歌
会

初は
つ
な
つ夏

の
ま
白
に
咲
け
る
石
楠
花
に
心
と
き

め
き
上
り
て
来
た
り　
　
　
松
岡　
節
子

果
て
し
な
く
菜
の
花
咲
け
る
菊
池
野
の

黄よ

み泉
に
続
く
か
今
日
は
彼
岸
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
口　
敦
子

候
補
者
の
雨
に
打
た
れ
て
辻
だ
ち
の
地
に

し
っ
か
り
と
長
靴
姿　
　
　
桑
野　
睦
子

若
者
ら
と
共
に
吹
か
せ
し
菊
池
風　
新
首

長
に
未
来
が
光
る　
　
　
　
岩
本
サ
ヨ
子

風
雨
衝
く
中
を
も
一
人
信
念
を
説
き
て
教

え
子
新
市
長
を
欣
ぶ　
　
　
安
見　
朱
實

菊
池
短
歌
会　
5
月
詠
草

や
ま
ひ
癒
え
お
お
い
と
夫
の
来
は
せ
ぬ
か

幾
た
び
見
や
る
ひ
と
り
の
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
藤　
則
子

裏
斜な

だ

り
黄
と
咲
き
満
つ
山
吹
の
枝
垂
れ
の

奥
に
神
お
は
す
ご
と　
　
　
岩
木　
妙
子

五
月
空
か
ら
り
と
青
し
そ
び
え
た
つ
城
、

又
、美
し　
楠
若
葉
越
し　

�

梅
田　
昭
子

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
よ
り
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
に

替
り
た
る
リ
ハ
ビ
リ
室
の
風
が
新
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
代　
静
子

満
開
の
桜
遠
目
に
見
え
な
が
ら
今
日
の
朝

餉
の
慎
ま
し
き
か
な　
　
　
黒
田　
衣
子
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山　仁
じ ん

　著
岡
お か だ

田よしたか　著
あだちとも　著

あさのあつこ　作
島
し ま だ

田荘
そ う じ

司　著
おくはらゆめ　作

たかぎちず　作・絵

★ 詩人・伊
い と う

藤比
ひ ろ み

呂美さん再び来館！★
「大人のガールズトーク」

～伊藤比呂美さんを囲んで～

と　き　６月23日㈰　午前10時30分～正午

ところ　泗水図書館

定　員　50人
問い合わせ・申込先　泗水図書館
　☎0968(38)6866

リサイクル本を配布します
　７月７日㈰開催の社会を明るくする運動菊池市集会で、
図書館（室）で使用できなくなった本や雑誌のバックナン
バーをリサイクル本として無料配布します。本を入れる袋
などはお持ちください。
と　き　７月７日㈰　午後１時～　※なくなり次第終了
ところ　菊池市文化会館小ホール入り口
※ 当日は中央公民館駐車場の混雑が予想されます。ご迷惑

をおかけしますが予めご了承ください。

こんにちは、旭志公民館図書室です
　旭志公民館の１階にあり、約７千冊の本や雑誌、紙芝
居を所蔵しています。室内はおりがみで作った季節の飾
りや手作りの椅子、小物などがあり、かわいらしい雰囲
気です。またくつろぎスぺースもあり、小さなお子さん
が安心して絵本を読むことができます。そして、床が布
張りになり緑のじゅうたんで部屋が明るく感じられるよ
うになりました。
　窓側にはカウンターを設けており、ゆっくりと読書を
楽しんでいただけます。本棚は新刊コーナー、小説コー
ナー、文庫コーナー、児童書コーナーがあり、それぞれ
におすすめの本を展示しています。新しい本が増え、ま
すます充実してきた図書室にぜひお立ち寄りください。
新たな一冊が見つかると思います。

私たち司書がお待ちしています♪
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楽
し
く
遊
ん
で
自
然
を
学
ぶ

夏
の
自
然
体
験
メ
ニ
ュ
ー

　
今
年
の
夏
休
み
は
自
然
に
触
れ
合
う

体
験
を
し
て
、
楽
し
い
絵
日
記
を
書
こ

う
！

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館
で
は

夏
の
自
然
を
満
喫
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
メ
ニ
ュ
ー
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
菊
池
川
で
元
気
に
川
遊
び
や
川
釣
り
。

小
麦
粉
か
ら
つ
く
る
石
釜
ピ
ザ
。
み
ん

な
で
協
力
し
て
竹
レ
ー
ン
を
つ
く
る

ソ
ー
メ
ン
流
し
。
ロ
ー
プ
を
使
っ
た
木

登
り
体
験
に
竹
細
工
体
験
、
郷
土
料
理

づ
く
り
…
…
。

　
懐
か
し
い
木
造
校
舎
の
水
源
交
流
館

で
過
ご
す
自
由
な
時
間
が
、
み
ん
な
を

元
気
に
し
て
く
れ
ま
す
！

体
験
利
用
の
基
本
料
金

１
人
１
千
円

　

家
族
や
グ
ル
ー

プ
３
人
以
上
で
要

予
約
。
ま
ず
は
電

話
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館　

　

☎
０
９
６
８(

27)

０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り
　

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

わいふ一番館だより

松村洋一写真展　－月光にさそわれて－
期　間　～６月９日㈰
　今回は月光で撮影した幻想的な風景写真とホタルの写
真を展示します。ぜひご覧いただければ幸いです。

隈府小学校夢美術館
期　間　６月 11 日㈫～６月 30 日㈰
　隈府小学校の子どもたちが描いた絵を展示します。小
さな芸術家たちの作品をぜひ見に来てください。

平成 25 年度　わいふ一番館第１回企画展
村川信彦伝展　－菊池温泉掘削物語－
期　間　～７月 28 日㈰
　昭和 29 年 10 月 30 日、念願の隈府温泉（現菊池温泉）
は 41 度の土砂と共に流れ出ました。温泉掘削という菊池
市における最大の事業を成し遂げた故・村川信彦さんの
生き様を、その生涯と共に展示します。

問い合わせ先　わいふ一番館　☎0968（24）6630

※休館日：月曜日 （祝日の場合は翌日）

シ
リ
ー
ズ
菊
池
遺
産
○36

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
振
興
課　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０

川遊び

問い合わせ先　菊池夢美術館　☎0968（23）1155

菊池夢美術館情報

ピザづくり 森のブランコ

認定番号第ふるさと H24-5 号
推薦者　北宮区

認定番号第ふるさと H24-6 号　
推薦者　北宮区

　

郷
社
で
あ
っ
た
北
宮
神
社
と
道
一

つ
隔
て
た
と
こ
ろ
に
建
つ
小
宇
で
す
。

本
尊
は
11
面
観
音
像
で
、
本
尊
の
背

面
に
「
本
願　

和
泉
守
栄
□
久
遠　

作
者
紫
六
元
和
４
年
（
１
６
１
７
年
）

戊
午
成
就
」
と
書
い
て
あ
る
こ
と
か

ら
、
江
戸
時
代
初
期
の
作
と
い
え
ま

す
。

　
前
の
堂
宇
は
、安
政
５
年（
１
８
５
８

年
）
に
建
立
さ
れ
て
、
１
５
１
年
の
歴

史
の
中
で
白
蟻
被
害
に
あ
っ
て
い
た
た

め
解
体
し
、
平
成
22
年
に
今
の
お
堂
に

建
て
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
毎
月
近
所
の

高
齢
者
が
集
ま
っ
て
清
掃
し
、
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

ご
詠
歌

「
菊
の
池
清
き
流
れ
の
北
の
宮

　
　
み
ず
は
と
と
も
に
よ
す
る
神
垣
」

　

北
宮
阿
蘇
神
社
か
ら
１
０
０
㍍
ほ

ど
上
流
の
河
原
に
あ
る
、
大
き
な
椋

の
木
が
北
宮
水
神
様
（
御
神
木
）
で
す
。

　

御
神
木
の
根
元
に
〆
縄
と
、
幅
70

㌢
高
さ
１
㍍
の
竹
で
編
ん
だ
台
を
作

り
、
野
菜
、
魚
、
米
、
酒
、
川
団
子

を
供
え
る
「
川
祭
り
」
を
、
毎
年
夏

と
冬
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
の
川
祭
り
で
は
、
茅
の
輪
く
ぐ

り
を
区
民
総
出
で
行
い
、
直
径
１・
５

㌢
～
２
㌢
の
「
夏
の
川
団
子
」（
麦
の

小
団
子
）
に
黄
粉
を
つ
け
て
、
参
加

者
全
員
で
分
け
ま
す
。

　
冬
の
川
祭
り
は
、
供
え
る
台
と
「
冬

の
川
団
子
」（
米
の
小
団
子
）
を
座
組

み
５
軒
で
作
っ
て
供
え
、
こ
れ
を
区

民
に
配
っ
て
い
ま
す
。

　

水
神
様
と
川
祭
り
は
、
後
世
に
引

継
ぎ
た
い
北
宮
区
の
大
切
な
宝
で
す
。

北き
た
み
や宮
観か

ん
の
ん
ど
う

音
堂

北き
た
み
や宮
水す

い
じ
ん神
様さ

ま（
御ご

し
ん
ぼ
く

神
木
）

花
房
小
学
校
４
年

　
中な

か
や
ま山
ゆ
う
か

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ
○       93

　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
ほ
う
ぼ
く
館
と

い
う
所
の
館
長
の
青
木
さ
ん
の
話
を
聞

き
ま
し
た
。
ほ
う
ぼ
く
館
は
、
ホ
ー
ム

レ
ス
の
人
を
た
す
け
る
た
め
の
し
せ
つ

で
す
。

　
青
木
さ
ん
の
話
の
中
で
は
、
ホ
ー
ム

レ
ス
の
人
た
ち
に
石
を
な
げ
た
り
、
つ

ば
を
は
い
た
り
、「
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人

だ
」
と
言
っ
た
り
す
る
人
が
い
る
と
聞

き
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
ど
う
し
て
そ

ん
な
こ
と
を
す
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま

し
た
。

　
そ
の
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
は
、
り
っ
き

ょ
う
の
上
か
ら
と
び
下
り
て
自
さ
つ
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
。
で
も
、
ち
ょ

う
ど
通
り
か
か
っ
た
中
学
生
が
、「
お

ば
ち
ゃ
ん
、
死
ん
じ
ゃ
だ
め
だ
よ
」
と

言
い
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、

そ
の
人
は
、
自
さ
つ
を
す
る
の
を
や
め

た
そ
う
で
す
。
わ
た
し
は
そ
の
中
学
生

が
い
な
か
っ
た
ら
、
そ
の
人
は
死
ん
で

い
た
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
人
は
、
し
え
ん
セ
ン
タ
ー
に
入
れ

た
そ
う
で
す
。

　
し
え
ん
セ
ン
タ
ー
に
入
っ
て
か
ら
は
、

朝
、
昼
、
夜
の
食
事
が
、
と
れ
て
と
て

も
幸
せ
に
な
れ
た
そ
う
で
す
。
ホ
ー
ム

ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
た
ち
の
こ
と

レ
ス
の
と
き
は
、
ト
イ
レ
に
こ
ま
っ
て

い
た
け
ど
、
し
え
ん
セ
ン
タ
ー
に
入
っ

て
か
ら
は
、
ト
イ
レ
に
こ
ま
る
こ
と
も

な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
今
は
年
金
も

入
り
、
ア
パ
ー
ト
で
１
人
ぐ
ら
し
を
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
わ
た
し
は
、
し
え

ん
セ
ン
タ
ー
に
入
っ
て
幸
せ
に
く
ら
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い

ま
す
。
わ
た
し
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人

を
見
か
け
た
ら
、
何
か
一
つ
で
も
い
い

か
ら
力
に
な
り
た
い
で
す
。
た
と
え
ば
、

お
茶
１
杯
で
も
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
に
あ

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、「
あ
な
た
の
家
わ
た
し

の
家
」
の
本
を
読
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

家
は
暑
さ
、
さ
む
さ
を
し
の
い
で
雨
で

体
が
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
家
が
な
い
と
ご
は
ん
を
食
べ
た
り
、

ね
た
り
で
き
ま
せ
ん
。
ほ
か
に
も
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
で
こ
ま
り
ま
す
。
で
も
１

番
こ
ま
る
こ
と
は
、
ど
ん
な
に
家
が
り

っ
ぱ
で
も
家
ぞ
く
が
い
な
か
っ
た
ら
、

と
て
も
さ
み
し
い
し
、
こ
ま
る
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
わ
た
し
は
、
家

ぞ
く
が
い
な
か
っ
た
ら
生
き
て
い
け
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
家
ぞ

く
を
だ
い
じ
に
し
た
り
、
す
き
な
ら
す

き
と
言
っ
た
り
、
い
い
と
こ
ろ
は
よ
か

っ
た
よ
な
ど
、
ほ
め
合
っ
た
り
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、
今
日
青
木
さ
ん
の
話
を

聞
か
な
か
っ
た
ら
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人

た
ち
の
こ
と
や
家
の
大
切
さ
、
家
ぞ
く

が
い
な
か
っ
た
ら
と
て
も
こ
ま
っ
た
り
、

さ
み
し
い
こ
と
を
し
ら
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
今
日
は
、
青
木
さ
ん
の
話
を

聞
い
て
、
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

「
と
も
だ
ち
は　
い
い
な
」

　
戸
崎
小
学
校
２
年

　
　
　
　
　
　
　
く
り
あ
き　
は
る
か

と
も
だ
ち
は
い
い
な

　
　
ほ
め
て
く
れ
る
か
ら

わ
た
し
、
と
も
だ
ち
と

　
　
プ
ー
ル
で
お
よ
い
だ
よ

は
じ
め
は
み
ず
が
こ
わ
く
て

　
　
お
よ
げ
な
か
っ
た
け
ど

お
よ
げ
た
よ

　
　
ゆ
う
り
ち
ゃ
ん
が

う
れ
し
そ
う
な
か
お
で

　
　
「
じ
ょ
う
ず
」

と
い
っ
て
く
れ
た
よ

　
　
う
れ
し
く
て
、

も
っ
と
が
ん
ば
ろ
う
と

　
　
お
も
っ
た
よ

「
は
い
！
こ
ち
ら
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
！
」
⑳

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
９
６
８
（
36
）
９
４
５
０

平
日
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時　

商
工
観
光
課
入
り
口

架
空
請
求

　
最
近
、
全
国
的
に
も
相
談
が
増
加
し

て
い
る
「
架
空
請
求
」
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
実
際
に
「
架
空
請
求
」
が
届

い
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を

つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
項
目
ご
と
に
確
認
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

請
求
の
名
目

　
「
有
料
サ
イ
ト
利
用
料
金
」「
総
合
情

報
サ
イ
ト
登
録
料
」「
電
子
通
信
料
」「
民

法
指
定
消
費
料
金
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
な
か
に
は
「
医
療
費
」「
官
報
掲

載
料
」
な
ど
、
う
っ
か
り
信
用
し
て
し

ま
い
そ
う
な
名
目
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

請
求
者

　
請
求
者
は
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
た
と
称
す
る
サ
イ
ト
の
運
営
者
や
通

信
会
社
を
名
乗
る
だ
け
で
な
く
、
法
務

省
が
許
可
し
た
債
権
回
収
業
者
を
名

乗
っ
た
り
、
弁
護
士
な
ど
を
名
乗
っ
た

り
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

裁
判
所
内
の
郵
便
局
か
ら
発
送
し
て
請

求
の
正
当
性
を
印
象
付
け
よ
う
と
す
る

ケ
ー
ス
や
、
最
近
で
は
実
在
す
る
公
的

機
関
に
よ
く
似
た
名
称
、
実
在
す
る
中

央
省
庁
の
名
称
、
公
益
法
人
な
ど
を
名

乗
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

請
求
手
段

　
電
子
メ
ー
ル
、
は
が
き
、
封
書
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
手
段
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
入
金
が
な
い
場
合
に
は
自
宅
、
勤
務

先
へ
回
収
に
出
向
く
」「
支
払
わ
な
い

と
給
与
を
差
し
押
さ
え
る
」「
裁
判
所

か
ら
回
収
に
行
く
」
な
ど
、
不
安
を
あ

お
る
文
言
が
使
わ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。

実
際
に
請
求
が
届
い
た
ら

　
請
求
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
不
明
な

点
や
不
安
を
持
っ
た
り
し
た
場
合
に
は
、

相
手
に
連
絡
し
た
り
料
金
を
支
払
っ
た

り
す
る
前
に
、
ま
ず
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
同
じ
文
面

の
請
求
書
が
多
く
の
人
に
届
い
て
い
る

な
ど
、
架
空
請
求
の
情
報
や
ア
ド
バ
イ

ス
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
の

相
談
員
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

竹細工展
期　間　～６月 16 日㈰
　生活必需品をさまざまな編み方で楽しんできた先人た
ちの技術を、熊本伝統工芸館で学び伝えています。菊池
夢美術館で５回目を迎える今回は、40 人余りの学習生が
大小約 400 点の作品を展示・販売します。
体験教室（同時開催）　よろずかごやペン立てなどおよそ
１時間程度の竹細工体験ができます。予約は必要ありま
せん。材料代として１作品につき 500 円が必要です。

絵手紙展（夢美会）
期　間　６月 18 日㈫～６月 30 日㈰
　絵手紙教室の１年間の発
表「ヘタでいい、ヘタがいい」
の小池邦夫の絵手紙展。日々
の暮らしに感動し、交流の相
手にポストイン……。大小約
500 通を展示します。
開館時間　午前９時～午後６時
※期間中の休館日はありません。
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平成 24 年度中山間地域等直接支払制度実績の公表

問い合わせ先に各課の直通番号を
記載しています。
各総合支所の問い合わせはこちらです。
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎ 0968（38）2112

６月の「税」の納期限
７月１日㈪

問い合わせ先 
　税務課市民税係　☎ 0968(25)7206

　●市県民税　第１期
※ 口座振替を利用している人は、６

月 25 日㈫に振替を行いますの
で、残高の確認をお願いします。

介護予防ミニ講座
誤
ご え ん

嚥性肺炎予防シリーズ①
　誤嚥性肺炎は、飲み込む能力が衰えたところ

（嚥
え ん げ

下障害）に、お口の中の汚れ、むし歯や歯周
病の細菌が、飲食物や唾液とともに肺や気管支に
入って発症します。

■こんな人は要注意！
◦食べるとむせる
◦食後に咳が出る
◦水を飲んだ後に声がかれる
◦食事が胸につかえる
◦食事中に疲れやすい
　高齢者の場合、誤嚥性肺炎は命取りになったり
寝たきりになったりする原因になるため、年間を
通して最も注意が必要な病気といえます。

■お口の掃除と体操が効果的！
　むし歯や歯周病の治療はもちろんですが、飲み
込む力を保ち、一生おいしく食べて健康に過ごす
ために、口の中を清潔に保ち、口と舌の体操を十
分に行いましょう。

問い合わせ先　高齢支援課地域包括支援係
　　　　　　　☎ 0968(25)7216

現況道路
４㍍未満

後退用地

道路中心線

道路の境界と
みなされる線

４㍍
２㍍ ２㍍

消防団協力事業所
表示マーク

中山間地域等直接支払交付金実施要領第 12 に基づき平成 24 年度実績を公表します。
集落協定締結数：86　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  単位：㎡、円

　
都
市
計
画
区
域
で
は
、
建
物
を
建
て
る

と
き
、
敷
地
は
幅
員
４
㍍
以
上
の
道
路
に

２
㍍
以
上
接
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
幅
員
４
㍍
未
満
の
道
路
に
接
し
た
土

地
の
場
合
は
、
道
路
の
中
心
か
ら
２
㍍
後

退
し
た
と
こ
ろ
ま
で
を
道
路
と
み
な
す
こ

と
で
、建
物
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
後
退
し
て
で
き
た
土
地
は
土
地
所
有
者

の
も
の
で
市
で
は
整
備
を
行
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
事
前
に
協
議
が
整

え
ば
、
市
が
道
路
整
備
と
そ
の
後
の
維
持

管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
業
の
対
象　
都
市
計
画
区
域
が
対
象
と

な
り
ま
す
が
、
敷
地
が
幅
員
４
㍍
未
満
の

市
道
ま
た
は
里
道
な
ど
に
接
し
て
い
る
こ

と
。（
過
去
に
道
路
後
退
し
た
も
の
や
建

築
を
伴
わ
な
い
も
の
も
対
象
）

　
地
域
防
災
の
中
核
的
存
在
で
あ
る
消
防

団
は
、
被
雇
用
者
で
あ
る
団
員
が
年
々
増

加
し
て
お
り
、
各
事
業
所
の
協
力
に
よ
り

現
在
の
体
制
が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

　
平
成
25
年
度
金
婚
夫
婦
の
表
彰
者
を
把

握
す
る
た
め
、
各
地
区
の
区
長
を
通
し
て

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
該
当
者
に
は
、

５
月
の
区
長
文
書
で
回
覧
し
て
い
る
「
金

婚
夫
婦
該
当
者
の
調
査
」
へ
の
記
入
を
お

　
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
給
す
る
た
め

に
は
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
６
月

上
旬
に
現
況
届
用
紙
（
緑
色
）
を
該
当
者

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
期
間
内
に
子

育
て
支
援
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
総
務
民

生
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
６
月
分

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　
６
月
28
日
㈮

※�

毎
週
水
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で
受
け
付

け
ま
す
（
各
総
合
支
所
を
除
く
）。

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　
子
育
て
支
援
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
４　

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

狭
あ
い
道
路
の
整
備
を

ご
存
知
で
す
か
？

菊
池
市
消
防
団

協
力
事
業
所
表
示
制
度

金
婚
夫
婦
該
当
者
の

調
査
を
し
て
い
ま
す

児
童
手
当
現
況
届
の

提
出
が
必
要
で
す

お
知
ら
せ

既
設
の
建
築
物
な
ど　
道
路
に
す
る
土
地

の
中
に
塀
や
樹
木
が
あ
る
場
合
は
、
建
築

主
に
移
設・除
去
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

事
前
の
協
議

　
後
退
し
た
土
地
は
、
敷
地
所
有
者
と
市

と
の
間
で
次
の
協
議
が
整
っ
た
後
、
道
路

と
し
て
整
備
・
管
理
さ
れ
ま
す
。

▼
土
地
を
寄
付
す
る　
後
退
し
た
土
地
の

所
有
権
を
市
に
無
償
で
移
転
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

注
意
事
項　
抵
当
権
抹
消
や
相
続
手
続
き

な
ど
が
発
生
す
る
場
合
は
、
事
前
に
土
地

所
有
者
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　
８
月
30
日
㈮

土
地
所
有
者
の
メ
リ
ッ
ト

▼
土
地
を
寄
付
す
る
場
合

①�

測
量
、
分
筆
、
所
有
権
移
転
登
記
を
市

が
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
隣
地
所
有
権

者
と
の
境
界
が
確
定
し
な
い
場
合
は
で

き
ま
せ
ん
。�

②�

道
路
と
な
っ
た
土
地
の
固
定
資
産
税
が

課
税
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

③�

道
路
が
広
く
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
４
２

後
も
消
防
団
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に

は
、
入
団
し
や
す
く
、
か
つ
活
動
し
や
す

い
環
境
の
整
備
が
求
め
ら
れ
、
各
事
業
所

の
消
防
団
活
動
に
対
す
る
一
層
の
理
解
と

協
力
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
勤
務
時
間
中
の
消
防
団
活
動

へ
の
便
宜
や
従
業
員
の
入
団
促
進
な
ど
、

消
防
団
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

事
業
所
を
「
消
防
団
協
力
事
業
所
」
と
し

て
認
定
し
、
社
会
貢
献
、
地
域
防
災
体
制

へ
の
理
解
あ
る
事
業
所
と
し
て
表
示
証
を

交
付
し
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
防
災
交
通
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
３

願
い
し
て
い
ま
す
。
記
入
漏
れ
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
高
齢
支
援
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
総
務
民
生
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
旭
志
地
区
に
つ
い
て
は
、
旭
志

総
合
支
所
総
務
民
生
課
へ
直
接
連
絡
し
て

い
た
だ
く
よ
う
回
覧
し
て
い
ま
す
。

該
当
者　
昭
和
38
年
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
に
結
婚
し
た
結
婚
満
50
年
の
金

婚
夫
婦

※�

平
成
25
年
１
月
１
日
以
降
に
、
配
偶
者

が
亡
く
な
っ
た
人
も
対
象
で
す
。

期　
限　
６
月
14
日
㈮

そ
の
他　
表
彰
式
典
は
９
月
21
日
㈯
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
該
当
者
に
は
８
月
上
旬

頃
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
高
齢
支
援
課
高
齢
福
祉
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
５

集落名 面積 金額 集落名 面積 金額 集落名 面積 金額 集落名 面積 金額
神鶴 197,666 2,999,077 立門 19,454 304,741 乙森北 112,320 1,850,362 穴川 67,756 1,422,876 

上木庭 347,387 6,335,779 戸城 44,408 841,095 毛足 51,098 865,064 中野瀬 122,337 1,436,674 
日向 153,396 3,089,226 永山 21,931 460,551 柳水丸 105,519 2,012,741 木護 39,654 666,187 
堂原 91,366 1,834,388 伊野 158,001 3,248,266 姫井 114,599 1,951,072 黒仁田 37,357 627,597 
横枕 56,639 1,189,419 柏 58,439 1,148,889 弁利 306,318 5,023,426 寺小野 45,652 766,953 
細永 140,396 2,120,599 雪野 303,034 4,393,438 岩本 399,531 4,866,566 長野 40,955 688,044 

西迫間 103,406 1,333,429 白木 82,955 1,318,800 伊萩 416,441 4,180,363 金峰 122,351 1,897,159 
袈裟尾 308,648 5,006,472 小木4班 95,636 1,828,358 湯舟 178,662 1,429,296 生味 57,535 785,576 
玉祥寺 110,576 1,485,023 七坪 61,751 570,305 平 360,930 3,797,076 滝 106,228 1,665,518 
稗方 441,039 8,122,573 市野瀬 303,828 2,085,399 小原 238,567 2,621,417 築地 11,610 74,304 
松島 604,204 12,641,419 太田 199,346 2,835,933 妻越 340,779 3,820,689 平山 23,282 391,137 

柿木平 193,152 3,481,854 戸豊水 215,121 3,844,000 高永・伊坂 262,186 2,097,488 虎口 27,022 453,969 
中原 528,511 8,070,033 大柿 270,974 5,563,456 片川瀬 116,467 984,711 中片 39,102 656,913 
藤田 286,735 5,456,754 平野 191,587 2,904,946 川辺 107,581 860,648 小楠野 20,639 346,735 
佐野 319,661 5,001,722 茂藤里 395,518 6,934,805 小川 69,221 1,017,179 上赤星 57,813 370,003 
鍋倉 227,319 2,667,300 伊倉 145,232 2,745,652 高柳 194,418 2,520,231 下赤星 75,821 485,254 

日生野 126,620 1,885,427 道園 195,818 3,209,189 尾足 232,328 1,858,624 遊蛇口 63,371 405,574 
下木庭 129,712 1,837,095 神来 118,536 948,288 竹の牧 105,028 1,722,234 岩下 103,499 1,405,723 
下組 176,513 2,749,313 上出田 207,252 2,120,554 東迫間 81,827 597,550 下出田 126,058 806,771 
長六 150,613 3,035,253 植古閑 142,805 2,075,158 堀切 128,866 2,706,186 木佐木 31,591 530,728 
塚原 150,888 2,274,730 今 510,368 6,352,120 鳳来 72,518 1,512,028 
古川 152,640 804,930 甲森北 227,724 3,010,070 篠倉 107,972 2,156,094 合　計 14,289,614 208,500,568 
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎ 0968（38）2112

各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎ 0968（38）2112

菊池市の放射線量
放射線量は日常生活に影響ありません！

　毎月市内４地点で空間放射線量の測定を行っています。
測定結果は、県が東日本大震災前に県内で測定していた結
果の範囲内であることから、日常生活に全く影響が無いこ
とが確認されました。
▼調査結果　　　　 　単位：マイクロシーベルト／時

測定場所 測定日 天候 測定結果
本庁舎 ５月７日 晴れ 0.024

七城総合支所 ５月 14 日 晴れ 0.021
旭志総合支所 ４月 16 日 晴れ 0.016
泗水総合支所 ４月 23 日 曇り 0.023

※ 震災前の熊本県保健環境科学研究所（宇土市）での測定結果（平
成 17 年４月～平成 22 年３月）の範囲（0.021 ～ 0.078 マイ
クロシーベルト／時）

 ▼参考　県が測定した測定値は以下のとおりでした。
測定場所 測定日 天候 測定結果

熊本県保健環
境科学研究所
（宇土市）

４月 16 日 晴れ 0.027
４月 23 日 曇り 0.027
５月 7 日 晴れ 0.028
５月 14 日 晴れ 0.028

（関連情報へのリンク）
▼熊本県の放射線についての調査結果
http://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/43/housyanou5.html
▼放射線モニタリング情報（文部科学省）
http://radioactivity.mext.go.jp/map/ja/area.html
問い合わせ先　環境課環境政策係　☎ 0968(25)7217

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
補
償
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

男
女
共
同
参
画
週
間

平
成
25
年
度
調
理
師
試
験

６
月
は
「
食
育
月
間
」
で
す

電
波
の
安
全
性
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法

平
成
26
年
３
月
新
規
学
校

卒
業
者
対
象
求
人
説
明
会

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

免
許
試
験

国
民
生
活
基
礎
調
査
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
区
、
子
ど
も
会
、
老
人
会
な
ど
が
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

は
、
地
域
社
会
の
発
展
や
市
民
の
健
康
増

進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

で
も
、
万
が
一
事
故
が
起
き
た
ら
…
…
。

対
象
と
な
る
活
動　
市
内
に
活
動
の
拠
点

を
置
き
、
５
人
以
上
の
市
民
に
よ
っ
て
組

織
さ
れ
た
市
民
団
体
（
政
治
、
宗
教
、
営

利
な
ど
を
目
的
と
す
る
も
の
を
除
く
）
が

本
来
の
仕
事
を
離
れ
て
行
う
、
継
続
的
、

計
画
的
な
公
益
性
の
あ
る
市
民
活
動
中
の

事
故
。
具
体
例
は
次
の
と
お
り
。

▼
地
域
社
会
活
動　

区
活
動
、
運
動
会
、

祭
り
、
清
掃
美
化
活
動
な
ど

▼
青
少
年
育
成
活
動　
子
ど
も
会
の
諸
活

動
、
非
行
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

▼
社
会
福
祉
奉
仕
活
動　
社
会
福
祉
施
設

援
護
活
動
、
在
宅
老
人･

身
障
者
な
ど
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
な
ど

▼
社
会
教
育
活
動　

青
年
団
、
婦
人
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
（
学
校
管
理
下
中
は
除
く
）
公
民

館
な
ど
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
な
ど

過
去
の
該
当
事
例　

▼
区
活
動　
清
掃
活
動（
人
築
）、運
動
会
、

祭
り
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど

▼
市
民
活
動　
子
ど
も
の
学
習
会
な
ど

対
象
と
な
ら
な
い
活
動　

▼
山
岳
登
山
や
ス
カ
イ
ダ
イ
ビ
ン
グ
な
ど

危
険
を
伴
う
ス
ポ
ー
ツ

▼
指
導
者
や
参
加
者
の
故
意
に
よ
る
事
故

▼
地
震
、
噴
火
、
洪
水
な
ど
の
自
然
災
害

　

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
で

は
、
毎
年
６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
１

週
間
を
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
と
定
め

て
い
ま
す
。
男
性
と
女
性
が
、
職
場
、
学

校
、
地
域
や
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

と
能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画

社
会
」。
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
政
府

や
地
方
公
共
団
体
だ
け
で
な
く
、
皆
さ
ん

一
人
一
人
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。�

　
こ
の
期
間
、
泗
水
図
書
館
ホ
ー
ル
で
男

女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
お
よ
び

図
書
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
周
り
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？�

平
成
25
年
度
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

　
「
紅
一
点
じ
ゃ
、
足
り
な
い
。」

問
い
合
わ
せ
先

　
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
０

と　
き　
９
月
３
日
㈫

と
こ
ろ　
東
海
大
学
熊
本
校
舎

受
験
資
格　
中
学
校
卒
業
程
度
で
、
飲
食

店
や
給
食
施
設
な
ど
で
２
年
以
上
の
調
理

業
務
従
事
経
験
の
あ
る
人

願
書
配
布　
各
保
健
所
、
県
庁
健
康
づ
く

り
推
進
課
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間　
６
月
17
日
㈪
～
６
月
21
日
㈮

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
菊
池
保
健
所

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
４
１
５
６

　
県
で
は
、「
く
ま
も
と
食
で
育
む
命・絆・

夢
プ
ラ
ン
（
熊
本
県
健
康
食
生
活
・
食
育

推
進
計
画
）」
に
基
づ
き
、
食
育
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
食
」
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
う

え
で
欠
か
せ
な
い
命
の
源
で
す
。
こ
の
機

会
に
、
食
を
楽
し
む
こ
と
の
大
切
さ
、
食

の
持
つ
多
様
な
役
割
な
ど
、
家
族
や
身
近

　
電
磁
波
の
専
門
家
を
招
き
、
身
近
に
あ

る
携
帯
電
話
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の
無
線
局
の

電
波
が
、
人
体
や
医
療
機
器
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
電
波
の
安
全
性
に

　
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
は
、
米
や
米

加
工
品
に
問
題
が
発
生
し
た
際
に
、
流
通

ル
ー
ト
を
速
や
か
に
特
定
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
法
律
で
す
。
米

の
生
産
者
や
取
扱
業
者
に
対
し
て
、
取
引

に
係
る
記
録
の
作
成
と
保
存
お
よ
び
産
地

情
報
の
伝
達
が
義
務
付
け
ら
れ
、
平
成
23

年
７
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
九
州
農
政
局
消
費
・
安
全
部
業
務
課

　
☎
０
９
６
（
２
１
１
）
９
３
８
４

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
で
は
、
来
春
新
規

学
校
卒
業
者
を
採
用
予
定
の
企
業
な
ど
を

対
象
に
、
新
卒
者
用
求
人
の
申
し
込
み
か

ら
選
考
、
採
用
、
受
け
入
れ
に
至
る
諸
手

続
き
な
ど
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
新
卒
者
を
雇
用
さ
れ
る
場
合
、
原
則
と

し
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
求
人
の
お
申
し
込

み
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
前
提

と
し
て
採
用
責
任
者
は
こ
の
説
明
会
を
受

講
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
地

元
の
優
秀
な
人
材
確
保
の
た
め
に
も
多
数

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
６
月
７
日
㈮

　
受
付　
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　
合
志
市
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ヴ
ィ
ー
ブ
ル

問
い
合
わ
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　
☎
０
９
６
８
（
24
）
８
６
２
６

と　
き　
８
月
18
日
㈰

と
こ
ろ　
崇
城
大
学

試
験
の
種
類　

①�

第
一
種
衛
生
管
理
者
、
第
二
種
衛
生
管

理
者
、
潜
水
士

②�

一
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
、
二
級
ボ
イ
ラ
ー

技
士

申
請
書
提
出
先

①
熊
本
県
労
働
基
準
協
会

　
☎
０
９
６
（
２
４
５
）
７
８
２
１

②
日
本
ボ
イ
ラ
協
会
熊
本
支
部

　
☎
０
９
６
（
３
６
２
）
７
７
７
５

調
査
日　
①
６
月
６
日
㈭

　
　
　
　
②
７
月
11
日
㈭

※�
４
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
訪
問
し
ま

す
。

調
査
票
の
種
類

①
世
帯
票
、
健
康
票
、
介
護
票

に
よ
る
も
の
な
ど

※�

他
に
も
対
象
外
と
判
断
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
償
の
内
容

▼
傷
害
補
償　
指
導
者
ス
タ
ッ
フ
や
参
加

者
が
死
亡
ま
た
は
後
遺
障
が
い
を
被
る
、

ま
た
、
入
院
・
通
院
治
療
を
要
す
る
け
が

を
し
た
場
合
の
事
故
。（
１
人
当
た
り
）

◦
死
亡
補
償
金�

６
０
０
万
円

◦
後
遺
障
害
補
償
金
（
程
度
に
よ
る
）

　
18
万
円
～
６
０
０
万
円

◦
入
院
補
償
金�

１
日
３
千
円

　
　
　
　
　
　
　
（
最
高
54
万
円
）

◦
通
院
補
償
金�

１
日
２
千
円

　
　
　
　
　
　
　
（
最
高
18
万
円
）

※�

事
故
発
生
日
か
ら
起
算
し
て
１
８
０
日

以
内
ま
で
を
補
償

▼
賠
償
責
任
補
償　
団
体
の
指
導
者
や
ス

タ
ッ
フ
の
過
失
に
よ
り
参
加
者
や
第
三
者

に
け
が
を
さ
せ
た
り
、
財
物
に
損
害
を
与

え
法
律
上
の
賠
償
責
任
を
負
っ
た
場
合
。

◦
身
体
賠
償
（
最
高
）
１
人
６
千
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
事
故
３
億
円

◦
財
物
賠
償
（
最
高
）

　
　
　
　
　
　
　
１
事
故
３
０
０
万
円

事
故
が
起
き
て
か
ら
の
手
続
き

　

市
民
の
皆
さ
ん
を
補
償
対
象
者
と
し

て
、
市
が
保
険
会
社
と
保
険
契
約
を
結
ん

で
い
る
た
め
、
事
前
の
申
し
込
み
や
登
録

な
ど
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
事
故
が
起
き
た
ら
２
週
間
以
内

に
団
体
の
責
任
者
を
通
じ
て
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

そ
の
他　
市
と
保
険
会
社
と
の
契
約
期
間

は
、
５
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
５
月
１
日

ま
で
の
１
年
間
で
す
。
そ
れ
以
降
は
新
た

に
契
約
を
結
び
直
す
た
め
、
保
険
内
容
に

変
更
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先　
総
務
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
１
１
１

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

②
所
得
票
、
貯
蓄
票

調
査
の
目
的

　
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
年
金
、
所
得
な

ど
国
民
生
活
の
基
礎
的
事
項
を
調
査
し
、

厚
生
労
働
行
政
の
企
画
お
よ
び
立
案
に
必

要
な
資
料
を
得
る
た
め
。

調
査
の
対
象　
平
成
22
年
国
勢
調
査
区
か

ら
層
化
無
作
為
抽
出
し
た
地
区
内
の
全
て

の
世
帯
お
よ
び
世
帯
員
（
介
護
票
は
地
区

内
の
介
護
保
険
に
基
づ
く
要
介
護
者
お
よ

び
要
支
援
者
）。

問
い
合
わ
せ
先　

①
菊
池
保
健
所　

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
４
１
５
６

②
福
祉
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
３

な
人
と「
食
」を
見
つ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　
☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
５
２

問
い
合
わ
せ
先

　
九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
４
２
（
43
）
３
３
８
１

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
費
は

無
料
で
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

と　
き　
６
月
26
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
40
分

と
こ
ろ　
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
熊
本

定　
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
総
務
省
九
州
総
合
通
信
局

　
☎
０
９
６
（
３
１
２
）
８
２
５
５
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募
集

　
自
分
た
ち
の
成
人
式
を
自
分
た
ち
の
手

で
作
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。
来
年
１
月

に
予
定
し
て
い
る
成
人
式
式
典
の
企
画
・

運
営
・
進
行
な
ど
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行

っ
て
い
た
だ
け
る
実
行
委
員
を
募
集
し
ま

す
。
意
欲
あ
る
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

◦�

平
成
25
年
度
成
人
式
参
加
対
象
者
（
平

成
５
年
４
月
２
日
～
平
成
６
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）
で
市
内
居
住
者
ま
た
は
本

市
出
身
者

◦�

実
行
委
員
会
議
お
よ
び
成
人
式
当
日
に

出
席
で
き
る
人

募
集
人
員　
20
人
程
度　

募
集
期
限　
7
月
31
日
㈬

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

で
、
住
所･

氏
名･

電
話
番
号
を
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

菊
池
市
成
人
式
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す

　
小
型
船
舶
操
縦
免
許
に
も
有
効
期
限
が

あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
免
許
は
大
丈
夫
で

す
か
？
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

と　
き　
７
月
20
日
㈯　
受
付
午
後
５
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館

内　
容　
更
新
講
習
は
１
時
間

　
　
　
　
失
効
講
習
は
２
時
間
20
分

問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　
ジ
ェ
イ
ス
西
日
本

　
☎
０
９
２
（
４
７
３
）
５
０
０
５

と　
き　
８
月
11
日
㈰

　
午
前
の
部　
午
前
10
時

　
午
後
の
部　
午
後
２
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

応
募
期
間　
６
月
11
日
㈫
～
７
月
７
日
㈰

　
　
　
　
　
午
後
５
時
30
分
ま
で

応
募
資
格　
市
内
の
幼・保
育
園
児
、
小・

中
学
生
ま
で
の
個
人
ま
た
は
４
人
以
下
の

グ
ル
ー
プ

曲　
目

　
き
く
ち
童
謡
唱
歌
祭
曲
一
覧
よ
り

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

　
菊
池
市
文
化
会
館

　
☎
０
９
６
８
（
24
）
１
１
０
１

　
交
通
遺
児
育
成
会
で
は
、
保
護
者
な
ど

が
交
通
事
故
に
遭
い
、
死
亡
や
重
い
後
遺

障
害
の
た
め
に
働
け
ず
、
経
済
的
に
修
学

が
困
難
な
高
等
学
校
以
上
の
生
徒
・
学
生

に
奨
学
金
を
貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
交
通
遺
児
育
英
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://w

w
w
.kotsuiji.com

）

ま
た
は
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
交
通
遺
児
育
英
会

　
☎
０
１
２
０
（
５
２
１
）
２
８
６

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
生
募
集

小
型
船
舶
免
許
の
更
新
・
失
効

講
習
会
・
受
講
者
募
集

第
26
回
き
く
ち
童
謡
唱
歌
祭

出
場
者
募
集

交
通
遺
児
奨
学
生
の
募
集

相
談

と　
き　
６
月
24
日
㈪
～
28
日
㈮

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
　
　
　
６
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

専
用
相
談
電
話

　
☎
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

相
談
担
当
者

　
人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
で
す
。
昭
和
23
年
、
政
令
に

基
づ
き
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設
け
ら

れ
、
翌
24
年
に
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
住
民

の
中
に
あ
っ
て
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁

護
す
る
機
関
で
あ
る
人
権
擁
護
委
員
制
度

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
、
思
い

や
る
こ
と
の
大
切
さ
を
一
人
一
人
の
心
に

訴
え
て
、
全
て
の
人
々
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
、
相
互
に
共
存
し
得
る
平
和
で
豊
か
な

社
会
の
実
現
に
向
け
て
積
極
的
な
啓
発
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
は
、
市
長
が
推
薦
し
法
務
大
臣

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

が
委
嘱
し
た
14
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

守
り
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

星ほ
し
の野
彰あ

き
こ子　
　
（
○菊　
赤
星
）

岩い
わ
さ
き﨑
義よ

し
ろ
う郎　
　
（
○菊　
木
柑
子
）

高た
か
や
ま山
和か

ず
こ子　
　
（
○菊　
豊
間
）

髙た
か
た田
早さ

な
え苗　
　
（
○菊　
赤
星
）

工く
ど
う藤
政ま

さ
し史　
　
（
○菊　
西
寺
）

赤あ
か
ほ
し星
和か

ず
の
り範　
　
（
○七　
砂
田
）

緒お
が
た方
宣の

ぶ
は
る治　
　
（
○七　
蘇
崎
）

泉い
ず
み　
喜き

み

よ

美
代　
（
○七　
水
次
）

青あ
お
き木
悦え

つ
ろ
う朗　
　
（
○旭　
川
辺
）

岩い
わ
ね根　
親ち

か
し　
　
（
○旭　
弁
利
）

松ま
つ
な
が永
と
し
子こ　
（
○旭　
新
明
）

三み
う
ら浦
京き

ょ
う
こ子　
　
（
○泗　
吉
富
）

村む
ら
か
み上
常つ

ね
ひ
ろ博　
　
（
○泗　
田
島
）

吉よ
し
い井
紘こ

う
せ
い正　
　
（
○泗　
永
）

啓
発
活
動
重
点
目
標　
「
み
ん
な
で
築
こ

う
人
権
の
世
紀　
～
考
え
よ
う
相
手
の
気

持
ち
育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心
～
」

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
啓
発
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
９

相
談
内
容　
い
じ
め
、
暴
力
、
虐
待
、
体

罰
な
ど
子
ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題　

そ
の
他　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
強
化
週

間
以
外
で
も
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
同
じ
専
用
電
話
で

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
熊
本
地
方
法
務
局

　
☎
０
９
６
（
３
６
４
）
２
１
４
５

　

熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会
で
は
、
離

婚
・
Ｄ
Ｖ
問
題
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
予
約
は
要
り
ま
せ
ん
。
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

と　
き　
６
月
15
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
熊
本
県
司
法
書
士
会
館
２
階

※
電
話
相
談
も
で
き
ま
す
。

　
☎
０
９
６
（
３
６
４
）
０
８
０
０

問
い
合
わ
せ
先

　
司
法
書
士　
松ま
つ
え江
美み

か佳

　
☎
０
９
６
（
３
６
３
）
６
５
５
５

家
事
問
題
相
談
会

と　
き　
６
月
24
日
㈪
～
28
日
㈮

　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　
税
務
課

※
各
総
合
支
所
で
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
徴
税
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
８

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

菊
池
市
営
住
宅
補
充
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
！

　
現
在
、
菊
池
市
営
住
宅
に
空
き
部
屋
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
空
き
部
屋
が
発
生
し
た

際
、
速
や
か
に
入
居
を
紹
介
で
き
る
よ
う

補
充
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
受
付
期
間

内
に
申
し
込
み
を
し
た
人
は
、
希
望
の
団

地
ご
と
に
抽
選
で
入
居
順
位
を
決
定
し
、

空
き
部
屋
を
紹
介
し
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
、
広
報
き
く
ち
４
月
号

35
ペ
ー
ジ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
６
月
３
日
㈪
～
14
日
㈮

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
必
着
（
期

日
厳
守
）
※
土
・
日
を
除
く

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
都
市
整
備
課
住
宅
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
４
３

　
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　
生
涯
学
習
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
３
２

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

shakaikyouiku@
city.kikuchi.

lg.jp研
修
内
容

◦
事
前
研
修　
９
月
27
日
㈮（
講
話
な
ど
）

◦�

県
外
研
修　
10
月
24
日
㈭
～
27
日
㈰

　
東
京･

埼
玉
方
面
３
泊
４
日
（
予
定
）

◦
自
主
研
修　
11
月
～
12
月

◦
事
後
研
修　
平
成
26
年
1
月
頃

募
集
期
限　
６
月
28
日
㈮

対
象
者　
市
内
在
住
の
20
～
65
歳
未
満
の

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
主
要
戦
域
や
遺

骨
帰
還
の
で
き
な
い
海
上
で
、
戦
没
者
を

慰
霊
す
る
た
め
慰
霊
巡
拝
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
旧
ソ
連
お
よ
び
モ
ン
ゴ
ル
地
域
で

は
、
抑
留
中
死
亡
者
の
埋
葬
地
の
慰
霊
巡

拝
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

配
偶
者
（
再
婚
し
た
者
を
除

く
）、
父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹

補
助
額　
旅
費
の
３
分
の
１

※�
応
募
人
員
が
募
集
人
員
を
下
回
っ
た
場

合
、
自
費
参
加
を
了
承
す
る
場
合
に
限

り
、子
お
よ
び
兄
弟
姉
妹
の
配
偶
者（
夫

婦
で
の
参
加
の
場
合
に
限
る
）、孫
、甥・

　
新
し
く
建
設
す
る
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
の
図
書
館
と
公
民
館
に
つ
い
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
て
い
く
た
め
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。
一
緒
に

考
え
て
い
た
だ
け
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
数　
20
人
程
度
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

参
加
資
格　
菊
池
市
民
（
在
勤
、
在
学
者

を
含
み
ま
す
）

と　
き　
６
月
～
７
月
に
４
回
程
度

募
集
期
限　
６
月
10
日
㈪

応
募
方
法

　
生
涯
学
習
課
、
泗
水
図
書
館
、
教
育
委

員
会
各
分
室
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
生
涯
学
習
課
に
直
接
ま
た

は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
込
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

�

〒
８
６
１

－
１
３
９
２
（
住
所
記
載
不

要
）
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
３
２

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
８
（
25
）
５
０
０
４

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
生
募
集

平
成
25
年
度
政
府
主
催

慰
霊
巡
拝
参
加
遺
族
募
集

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

参
加
者
募
集

姪
の
参
加
を
認
め
て
い
ま
す
。

申
込
期
間

　
巡
拝
地
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
熊
本
県
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課

　
☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
１
９
９

男
女
で
、
全
研
修
に
意
欲
を
持
っ
て
参
加

で
き
る
人
。

募
集
人
員　
１
人
程
度

応
募
方
法　
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
男
女
共
同
参
画
推
進
課
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
参
加
申
込
書
は
男
女

共
同
参
画
推
進
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
に

あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

費　
用　
先
進
地
研
修
に
要
す
る
費
用
の

う
ち
、
県
が
３
分
の
１
、
市
が
残
り
額
の

３
分
の
２
以
内
（
上
限
４
万
円
）
を
補
助

し
ま
す
（
一
部
自
己
負
担
有
）。
事
前
・

事
後
研
修
に
要
す
る
交
通
費
相
当
額
を
県

が
負
担
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
０
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎ 0968（38）2112

　
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
ご
家
族

を
対
象
に
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
話
を
し
ま
せ
ん
か
。
忙
し

い
毎
日
の
息
抜
き
の
時
間
と
し
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

と　
き　
６
月
27
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館

内　
容　
介
護
ミ
ニ
講
座
、
茶
話
会

問
い
合
わ
せ
先

　
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
６

　

県
で
は
、
く
ま
も
と
産
業
支
援
財
団

に
「
産
業
人
材
強
化
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
も
の
づ

く
り
に
係
る
人
材
育
成
の
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
ポ
ー

　
賃
金
・
労
務
管
理
・
経
営
相
談
セ
ン
タ

ー
で
は
、
厚
生
労
働
省
熊
本
労
働
局
よ
り

委
託
を
受
け
、
中
小
企
業
に
元
気
を
出
し

て
も
ら
う
た
め
の
一
環
と
し
て
、
相
談
や

助
成
金
の
申
請
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
は
無
料
で
す
。

と　
き　
9
月
ま
で
の
毎
月
第
４
木
曜
日

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　
菊
池
文
化
会
館

内　
容　
▼
賃
金
、
労
務
管
理
、
経
営
の

相
談
▼
業
務
改
善
助
成
金
の
申
請
支
援

問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
社
会
保
険
労
務
士
会

　
☎
０
９
６
（
３
４
６
）
１
１
２
４

た
ま
な
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

中
小
企
業
の
も
の
づ
く
り
人
材

育
成
に
関
す
る
相
談
会

賃
金
・
労
務
管
理
・
経
営
相
談

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

も
の
忘
れ
相
談
会

　
「
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
」「
家
族

が
認
知
症
で
は
な
い
か
」「
認
知
症
に
つ

い
て
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら

な
い
」
と
い
っ
た
お
悩
み
に
お
応
え
で
き

る
よ
う
、「
も
の
忘
れ
相
談
会
」
を
行
い

ま
す
。

　
専
門
の
医
師
、
専
門
の
職
員
に
よ
る
相

談
会
で
す
。
ご
家
族
だ
け
で
も
結
構
で
す

の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
す
。
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
６
月
25
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
６

タ
ル
サ
イ
ト
「
ジ
ョ
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
く
ま

も
と
」（http://w

w
w
.km
t-ti.or.jp/

job/

）
で
、
も
の
づ
く
り
の
人
材
育
成

に
関
す
る
講
座
、
講
演
会
や
助
成
な
ど
の

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
内
容　
▼
企
業
な
ど
の
要
望
に

応
じ
た
社
員
研
修
や
講
座
の
紹
介
▼
社
員

教
育
の
た
め
に
必
要
な
技
術
や
技
能
の
指

導
者
の
紹
介
▼
社
員
や
生
徒
、
学
生
に
見

せ
た
い
専
門
的
な
現
場
や
他
企
業
の
工
場

見
学
な
ど
の
仲
介
▼
人
材
の
斡
旋
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
ご
相
談
窓
口
、
Ｕ
タ
ー
ン
情

報
窓
口
を
紹
介
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
人
材
強
化
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
（
２
８
６
）
３
４
２
１

講
演
・
講
習

　
地
域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
認

知
症
を
理
解
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
６
月
18
日
㈫　
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
福
祉
会
館
大
研
修
室

※
講
座
修
了
者
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
の
証
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
差
し

上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
６

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

イ
ベ
ン
ト

　
菊
池
ま
ち
づ
く
り
道
場
と
は
、
本
市
が

委
託
し
て
い
る
文
化
資
源
調
査
の
取
り
組

み
の
一
つ
と
し
て
、
多
く
の
ま
ち
づ
く
り

人
材
か
ら
菊
池
で
生
き
る
知
恵
や
経
験
を

ご
披
露
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
文
化
資
源

を
生
か
し
た
次
世
代
型
の
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
、
暮
ら
し
の
知
恵
や
地
域
の
人
々
の

結
び
つ
き
を
結
集
す
る
た
め
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
第
9
回
と
な
る
今
回
は
、
㈳
菊
池
観
光

協
会
代
表
理
事
・
七
城
温
泉
ド
ー
ム
代
表

取
締
役
の
服は

っ
と
り部
栄え

い
じ治
さ
ん
を
お
招
き
し
、

お
話
を
伺
い
ま
す
。
興
味
が
あ
る
人
は
ぜ

第
９
回
菊
池
ま
ち
づ
く
り
道
場

第 7 回菊池まちづくり道場

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
６
月
22
日
㈯
午
後
７
時
～

と
こ
ろ　
松
倉
邸

　
　
　
　
隈
府
１
３
２
９

－

２

参
加
費　
無
料

内　
容

　
語
り
手
の
服
部
さ
ん
と
聞
き
手
の
藤ふ

じ
は
ら原

惠け
い
よ
う洋
教
授
（
九
州
大
学
大
学
院
教
授
）
の

対
談
を
聞
き
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

　
企
画
振
興
課
地
域
振
興
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
５
０

　
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
未
就
学
児
の
た

め
の
す
く
す
く
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
歌
や
手
遊
び
、
読
み
聞
か
せ
、

制
作
な
ど
で
す
。

と
き
・
内
容

◦
６
月
５
日
㈬　
時
計
作
り

◦
12
日
㈬　
保
育
園
で
遊
ぼ
う

　
　
　
　
　
（
雨
天
時
は
変
更
）

◦
19
日
㈬　
七
夕
飾
り
作
り

◦
26
日
㈬　
７
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～

と
こ
ろ　
児
童
セ
ン
タ
ー
幼
児
室

　
（
菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
）

対　
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

※�

準
備
の
都
合
上
、
２
日
前
ま
で
に
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
２
６
２
７

す
く
す
く
講
座
開
催

わ
く
わ
く
健
康
教
室

と　
き

①
７
月
29
日
㈪　
午
前
９
時
～
午
後
１
時

②
８
月
26
日
㈪　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

と
こ
ろ　
熊
本
再
春
荘
病
院

対
象
者　
小
学
生

内　
容　
▼
肥
満
症
の
基
礎
知
識
お
よ
び

合
併
症
と
治
療
法
▼
自
宅
で
で
き
る
運
動

▼
食
事
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス　
ほ
か

費　
用　
約
３
千
円
～
４
千
円（
初
診
料
、

検
査
代
込
み
。
２
回
目
は
約
１
千
円
）

問
い
合
わ
せ
先　
熊
本
再
春
荘
病
院

　
☎
０
９
６
（
２
４
２
）
１
０
０
０

　
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育
て
に
関
す

る
ち
ょ
っ
と
し
た
悩
み
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。「
悩
み
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
け

れ
ど
誰
か
に
聞
い
て
ほ
し
い
」「
昼
間
は

赤
ち
ゃ
ん
と
２
人
き
り
な
の
で
、
誰
か
と

お
し
ゃ
べ
り
し
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
も

結
構
で
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は

守
り
ま
す
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　
き　
平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

対　
象　
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
持
つ

保
護
者（
子
育
て
に
関
す
る
事
で
あ
れ
ば
、

父
母
以
外
の
人
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　
菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
２
６
２
７

子
育
て
プ
チ
相
談

　
子
育
て
や
家
族
の
こ
と
、
仕
事
や
体
の

こ
と
な
ど
、
悩
み
を
一
人
で
抱
え
こ
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？

　
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
専
門
の
臨
床
心
理
士
（
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
）
が
相
談
を
受
け
ま
す
。
予
約
制
で

す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご

希
望
の
相
談
日
時
な
ど
を
伺
い
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
３

こ
こ
ろ
の
相
談

　
「
高
卒
認
定
試
験
を
受
け
た
い
が
学
び

直
す
自
信
が
な
い
」「
高
校
で
の
学
習
に

不
安
を
感
じ
る
」「
正
社
員
や
ア
ル
バ
イ

ト
で
働
き
た
い
が
ど
う
し
た
ら
い
い
か
分

か
ら
な
い
」「
人
と
の
関
わ
り
に
悩
ん
で

い
る
」「
仕
事
に
自
信
が
持
て
な
い
」な
ど
、

悩
め
る
若
者
の
自
立
に
向
け
て
応
援
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
電
話
・
メ
ー
ル

相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

と　
き　

　
㈪
～
㈯　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

と
こ
ろ

　
た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
玉
名
市
中
４
８

－

４

対
象
者　
お
お
む
ね
15
歳
～
39
歳
の
人
と

そ
の
家
族

相
談
内
容

◦�

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ　
就
職
に

関
し
て
の
相
談
や
応
募
書
類
の
書
き
方

な
ど
。（
要
予
約
）

◦�

各
種
セ
ミ
ナ
ー　

自
己
分
析
セ
ミ
ナ

ー
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
座
、
面
接
対

策
、
保
護
者
セ
ミ
ナ
ー
、
パ
ソ
コ
ン
講

座
、
学
習
支
援
な
ど
。

◦�

心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ　
落
ち
着
い
た

環
境
の
中
で
、
臨
床
心
理
士
が
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。（
要
予
約
）

◦�

訪
問
支
援　
来
所
す
る
勇
気
が
持
て
な

い
人
の
自
宅
や
近
く
ま
で
訪
問
し
て
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
☎
０
９
６
８
（
74
）
０
０
０
７

　
メ
ー
ル

　

tam
anasapo@

yahoo.co.jp
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ハッピー・バースデーに写真を掲載しませんか？
平成26 年３月までに誕生日を迎える

３歳までの子どもの写真を募集しています！

申込期限　誕生月の前月５日※５日が休日の場合は前日。
募集人数　先着 24 人（毎月）
申込方法　 写真にコメントを添えて、市長公室または各総合支所の広

報担当まで申し込んでください。写真はデータでも受け
付けます。写真のみ後日提出でも可能です。

と　き　８月 10 日㈯　※荒天順延 11 日㈰
ところ　菊池市民広場
　　　　菊池武光公騎馬像前特設ステージほか

　市民の市民による市民のための「きくち夏まつり」の開
催のため、ステージ参加団体および白龍担ぎ手を募集しま
す！菊池市の発展を導いた白龍伝説を担ぎ手として体現し
ませんか？また、ステージイベントに出演し、夏の熱くて
楽しい思い出をつくってみませんか？
　多数の皆さんの参加をお待ちしています。

募集内容
①ステージ参加団体　演舞、踊りなど８団体程度
②白龍担ぎ手　　　　成人男性 200 人程度
※パッチ貸し出しの場合は 500 円が必要となります。
③子白龍担ぎ手　　　小学 3 年～６年生 80 人程度
申込期限　７月５日㈮
注意事項　申込多数の場合はお断りする場合がありますの
でご了承ください。
問い合わせ・申込先
　商工観光課　　☎ 0968(25)7223
　菊池市商工会　☎ 0968(25)1131
　菊池白龍会事務局（菊池青年会議所）
　　　　　　　　☎ 0968(23)1110

ステージ参加者・白龍担ぎ手募集

　歩くこと、走ることは、健康づくりの基本です。生活習
慣病や認知症の予防と改善につながります。その正しい効
果的な歩き方、走り方を学びませんか？
と　き　６月９日㈰・30 日㈰
　　　　午後１時 30 分～３時 30 分
ところ　七城温泉ドームリバーサイドパーク多目的ホール
講　師　菊池養生園　佐々木誠市先生
問い合わせ先　井

い と う

藤和
か ず と し

俊　☎ 090(4775)1929

ウオーキングとジョギングの講習会に
参加しませんか

　楽しいイベントなど皆さんが知らせたいと思う情報を投
稿してください。編集の都合上、掲載できない場合もあり
ますのでご了承ください。
申込期限　掲載月の前月５日※５日が休日の場合は前日。
募集枠数　先着８枠（毎月）
文字数　　約 25 文字× 10 行（タイトル除く）
申込方法　原稿を直接、メール、FAX で提出してください。
問い合わせ・申込先　市長公室広報広聴係
　☎ 0968(25)7200　FAX0968(25)2322
　メール　kouhou@city.kikuchi.lg.jp

市民の広場への投稿を募集しています

６月30日
㈰

ふくだ医院（内・耳・ア・泌） 大津町 096（293）2771

たしろクリニック（胃・内・肛・ア） 大津町 096（340）3220

三隅胃腸科内科外科医院（内・外） 合志市 096（248）6161

岸眼科（眼） 菊池市 0968（38）0075

林歯科医院 菊池市 0968（24）4182

西本真生堂薬局泗水店 菊池市 0968（38）7031

７月７日
㈰

みやの小児科（小） 合志市 096（248）5800

ふじおか内科（内（循・消）） 菊陽町 096（232）7550

杜の里　かねこクリニック（内・胃・外）菊池市 0968（23）7522

岡山眼科医院（眼） 菊池市 0968（25）2209

山口歯科医院 菊陽町 096（232）4456

７月14日
㈰

菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968（25）2191

宮原内科皮フ科医院（内・皮） 菊陽町 096（232）8383

勝久病院（内・整） 大津町 096（293）5000

いのうえ眼科（眼） 合志市 096（344）1311

はるの歯科クリニック 合志市 096（338）8100

きくち薬局 菊池市 0968（23）6350

７月15日
㈰㈷

まつもとこどもクリニック（小・ア） 合志市 096（338）8960

仁誠会クリニック大津（腎内・循内） 菊陽町 096（232）9595

岩根胃腸科外科医院（胃・外・消） 菊池市 0968（25）4230

いしはら皮ふ科クリニック（皮） 大津町 096（293）3003

６月２日
㈰

東熊本第二病院（内） 菊陽町 096（232）3939

宮本内科医院（内） 大津町 096（293）1700

後藤整形外科医院（整・リハ） 菊池市 0968（25）2906

副島耳鼻咽喉科クリニック（耳） 合志市 096（249）1777

光の森歯科クリニック 菊陽町 096（340）2611

６月９日
㈰

西山医院（内・循・小） 菊池市 0968（25）2561

合志第一病院（内） 合志市 096（242）2745

熊本リハビリテーション病院（整・内） 菊陽町 096（232）3111

木庭耳鼻咽喉科医院（耳・ア） 菊池市 0968（24）2551

熊本リハビリテーション病院 ( 歯 ) 菊陽町 096（232）3111

愛薬局 菊池市 0968（24）2619

６月16日
㈰

山縣医院（内） 大津町 096（293）4430

たぶち内科循環器科（内・循） 菊陽町 096（233）3588

森本整形外科医院（整・リハ・リウ・形） 合志市 096（242）2231

菊池眼科（眼） 菊池市 0968（25）5678

ハート歯科クリニック 大津町 096（294）6777

６月23日
㈰

武蔵しもむら医院（内・ア・小） 菊陽町 096（339）7561

野沢内科医院（内・胃・外） 大津町 096（293）8000

川口病院（外・内・整） 菊池市 0968（25）2230

米田産婦人科医院（産婦・麻） 菊池市 0968（25）2589

さかい歯科クリニック 菊陽町 096（284）8433

休日在宅当番医 ※ 当番医は変更される場合があります。最新情報は、菊池郡市医師会テレホンサービス
センター☎ 0968(25)3300 でご確認ください。

木
きのした

下　聖
せ い な

菜ちゃん
（３歳○菊　北宮）
父： 貴史さん　母： 眞由美さん

お
姉
ち
ゃ
ん
大
好
き

♡
こ
れ
か
ら
も
い
っ

ぱ
い
遊
ん
で
ね
‼

H22年
６月28日
生まれ

和
わ だ

田　心
こ こ な

愛ちゃん
（１歳○泗　富の原北）
父： 誠さん　母： 理恵さん

じ
い
ち
ゃ
ん
、ば
あ
ち
ゃ

ん
。く
ま
モ
ン
‼
大
好
き

♡
ま
た
遊
ぼ
っ
♡

H24年
６月４日
生まれ

境
さかい

　愛
あ い か

夏ちゃん
（１歳○菊　大琳寺）
父： 和也さん　母： 美紀さん

H24年
６月18日
生まれ

♡
パ
パ・マ
マ
♡

大
好
き
。じ
ぃ・
ば
ぁ

も
だ
い
す
き
だ
よ

荒
あ ら き

木　駿
しゅんた

汰くん
（２歳○泗　上住吉）
父： 伸康さん　母： 香織さん

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
、
い
つ
も
あ
そ
ん

で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
♡

H23年
６月６日
生まれ 村

むらかみ
上　結

ゆ め
愛ちゃん

（１歳○菊　上町）
父： 剛さん　母： 優子さん

れ
ん
兄
、は
る
兄
、大

す
き
♡
パ
パ
お
仕
事

が
ん
ば
っ
て
ね
☆

H24年
６月22日
生まれ

きくち        まつり

市 民 の 広 場

※市民が投稿するコーナーです。行政情報ではありません。

宮
みやもと

本　音
お と は

羽ちゃん
（２歳○菊　高野瀬）
父： 和茂さん　母： 千秋さん

も
う
す
ぐ
、お
姉
ち
ゃ

ん
に
な
り
ま
す
♡

楽
し
み
～
。

H23年
６月10日
生まれ

　５月から読書会を始めています。興味のある人はぜひご
参加ください。
と　き　毎月第４月曜日　午後２時～４時
ところ　玉祥寺本堂　玉祥寺 378 －１
費　用　１回 1,000 円
講　師　麦田雅弘元菊池高校教諭
問い合わせ先　河

か わ の

野勝
しょうどう

道　☎ 090(8627)0635

読書会「方丈記」を読む

三
み か み

上　順
じゅんぺい

平くん
（２歳○菊　大琳寺）
父： 大介さん　母： かおりさん

H23年
６月12日
生まれ

保
育
園
大
好
き
♡

歌
っ
て
踊
っ
て
、

あ
ー
忙
し
か
～
！
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